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徳永正之教授を悼む

（本会常務理事，元常務理事長，副会長〉

去る昭和63年2月18日，茨城大学教育学部教授，徳永正之先生は，日本医科

大学第一病院で入院加療中の処，悪性中皮腫のため逝去されました。

先生は茨城大学へ奉職されて15年になりますが，その間，病気で休まれるこ

とは殆んどなく健康そのものでした。去年， 11月16日の夜，電話で息ぎれがす

るので入院するということでした。私は余りの突然さに驚いた次第で、す。その

翌々日（11月18日〉東京三鷹市の武蔵野病院に入院し，検査と治療を続けてお

られました。更に精密検査のため，本年1月11日，日本医科大学病院に移られ

ましTこ。

先生は，生来御健康故に，きっと元気になれることを信じて，療養に努めら

れたことでしょう。また，御家族の皆様もそれを信じて，手厚い看護をなされ

ましたが，その効も空しく永眠されてしまったので、す。

先生は，大正11年12月23日，米国ロスアンゼルスでお 配列と閃亜鉛鉱の産状を明らかにし，その後研究の基礎

生まれになり，昭和17年，熊本高等工業学校附設工業養 を作られました。鉱床学に関する研究は勿論， 「中等教

成所採鉱科を卒業され，直ちに東京府立商工学校教諭と 育における地学領域のカリキュラム研究」等，地学教育

なられました。 学界にも貢献されました。

昭和19年，船舶砲兵第二連隊に入隊，フィリピン方面 更に，日本鉱山地質学会常務委員，日本鉱業会評議

に従軍，陸軍少尉で、終戦を迎えられた。終戦の翌年，東 員，日本地学教育学会常務理事・常務理事長・副会長な

京文理科大学地質鉱物学科に入学，昭和24年に同学科を どとして学会活動にも多大の貢献をされました。特に第

卒業され，更に昭和24年より昭和31年まで東京大学理学 33回日本地学教育学会茨城大会では実行委員長とした円

部地質学科の研究生として，研究に従事され，昭和32年 滑な運営につとめ，記録的な参加者（約1,000名〉を得，

に東京教育大学理学部教官として奉職されました。昭和

37年には， 「スカルン鉱物の累帯配列に関する研究」で

東京大学より理学博士の学位を授与される等，自己の研

鍵に励まれたので、す。昭和47年4月，茨城大学教育学部

教授として着任され，以来15年にわたり教育研究に尽力

されました。

この間，教育学部理学科に所属され，着任当時，新設

同様でありました地学分野の充実・発展に御努力いただ

き，岩石学，鉱物学，地学実験，地学野外実習などの講

義，実習をはじめ，岩石鉱物学ゼミナール，卒業研究な

どで学生の教育指導にあたられました。また，学科主任

として学科運営の中心となり，私共後輩への暖かい指導

にも心を砕かれました。

学問的研究においては，中龍鉱山を対象に，接触交代

鉱床の成因について解明につとめ，スカルン鉱物の累帯

学会の発展に貢献されたことは現在でも語り伝えになっ

ているところであります。

また，昭和60年からは東京通商産業局のレアメタル賦

存状況調査委員長として，調査・研究の推進に努め多大

の成果をあげられました。

先生には，昭和63年3月の定年退官を目前にして病魔

に侵され，婦らぬ人となられたことは惜しみても余りあ

るのみならず，残念の極みであります。

先生の御遺徳を偲びつつ御冥福を心からお祈り申し上

げます。

御遺族：令夫人昌子様

事181東京都三鷹市野崎1ー 7-15

Tel. 0422-47-8434 

（茨城大・教育学部高瀬一男〉



官霊能裏書塁塁芸~I~窓会いわき大会 開催案内

上記の大会を次の要項で開催いたします。何とぞご出席下さいますようご案内申し上げます。

大会テーマ 「郷土の自然に学｛まう」

主 催日本地学教育学会

共 催平地学同好会福島県地学研究会

日本地学教育学会会長

全国大会実行委員長

平山勝美

柳淳一郎

後 援文部省福島県教育委員会いわき市教育委員会福島県高等学校教育研究会理科部会福島県中学校

教育研究会福島県小学校教育研究会いわき市中学校教育研究会いわき市小学校教育研究会福島

県高等学校長協会福島県中学校長会福島県小学校長会いわき市中学校長会いわき市小学校長会

全国連合小学校長会全日本中学校長会全国高等学校長協会 日本私立中学高等学校連合会財団法

人日本教育研究連合会 日本理科教育協会 いわき市石炭・化石館 昌平費学園いわき短期大学〈以上

交渉中を含む〉

期 日昭和63年8月17日（水〉～20日（土〉

会 場昌平費学園いわき短期大学 〈〒970福島県いわき市平鎌田字寿金沢37)

J R常磐線平〈たいら〉駅下車，徒歩約20分，駅前より常磐交通パス「いわき短大前」

下車，駅前よりタクシーで10分。

日 程第1日 8月17日（水〉プレ見学会 第3日 8月19日（金〉研究大会

14: 00～17: 00 いわき市石炭・化石館 9: 00～ 9: 30 受付

（詳細は後記）

第2日 8月18日（木〉研究大会

9: 00～10: 00 受付

10: 00～10: 30 開会式

10: 30～11 : 50 講演

9: 30～12: 10 分科会

（昼食〉

13: 10～15: 15 分科会

15: 20～16: 00 全体会

16: 00～16: 20 閉会式

〈昼 食〉 第4日 8月20日〈土〉見学・巡検会

13: 00～16: 00 全体会

16: 00～17: 00 講演

（移 動〉

18: 00～20: 00 懇親会

Aコース：東電原子力発電所・あぶくま洞 ほか

Bコース：フタパスズキリュウ化石産地，双葉白亜

系の化石，八茎鉱山の鉱物採集 ほか

Cコース： L、わき市石炭・化石館

・・a“・－．． ・・．・・‘・‘・．．－．．・・．．・・.....-...・・．・－．． ・・．． ・・．‘・－．．・・．．－．． ・・．． －．．， 

プログラム
・・・．． ・・．・・．． ・・．． ・．． ・・．．・....・．． ・・・．・・．． ・‘・・・‘・・・．． ・・．－－．． ・－．・・．．． ・・・．‘・・．・・．

講演（8月18日， 10:30～11 : 50) 

「日本における恐竜や首長竜などについて」・ H ・H ・－…...・ H ・－－－…横浜国立大学教授理博長谷川善和

(8月18日， 16:00～17: 00) 

「化石の宝庫，いわきの大地」… H ・H ・...・ H ・H ・H ・－…...・ H ・－－－いわき短期大学副学長理博柳沢一郎

全体会〔I〕（8月18日 13:00～14: 30) 

小学校学習指導要領「理科」 「生活科J 'I 
中学校学習指導要領「理科」 トの改善についての研究・討議

高等学校学習指導要領「理科」 ) 



全体会〔E〕（8月18日， 14:40～16: 00）研究発表

①情報科学としての気象教育...・ H ・.....・ H ・－・名越利幸〈東京・千代田区立九段中〉・浦野弘・島貫陸〈東京学芸大〉

② 塩に関する教育研究情報について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利安義雄・馬路英和 （大阪府

科学教育センター〉・喰田包信〈大阪・堺市立福泉中）・稲森潤（東学大名誉教授〉

雪に関する教育研究情報について....・ H ・－－・….....・ H ・....・ H ・....・ H ・－…...・ H ・...・ H ・－－…・稲森潤〈東学大名誉教授〉

渡辺隆（上越教育大〉・濁川明男（上越教育大付属中〉・長谷川正（新潟県立直江津高〉

海に関する教育研究情報について・・… H ・H ・...・ H ・－－－平山勝美・栗原謙二（立教大〉・稲森潤（東学大名誉教授〉

常磐炭田の貝化石....・ H ・－……・….....・ H ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・根本修行（し、わき市立四倉小〉

〔各分科会の発表時聞は質疑を含めて 1件25分以内〕

分科会〔I〕高等学校部会（8月19日， 9:30～15 : 15) 

① 地震や火山教材の効果的指導法・・ H ・H ・....・ H ・.....・ H ・－…・...・ H ・－・………...・ H ・－－相原延光（神奈川県立教育センター〉

② 地域の自然を生かした地質教材開発の視点一生徒の活動調査を中心にして....・ H ・－－藤井英一（東京都立城北高〉

③ 東京近郊の地質野外実習地一教材開発の可能性を求めてー・・・

…松川正樹〈愛媛大・理〉・藤井英一（都立城北高〉・横尾浩一（都立教育研〉

標本「大阪の岩石」の製作とその授業への展開 一地域の地史と岩石の教材化ー……・

…藤岡達也（大阪府立勝山高校〉・柴山元彦（大阪教大付属高〉・稲川千春（大阪府立阪南高〉

地形・地質から盆地の生いたちをまなぷー福島盆地を例としてー・...・ H ・...・ H ・－－－吉田 義（福島県立福島北高〉

郷土の自然に学ぶ ー田村高校でのささやかな実践ー・…...・ H ・.....・ H ・－…...・ H ・－－…・雪下芳昭〈福島県立四倉高〉

磐梯火山の地質と岩石について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・千葉茂樹 （福島県立猪苗代高〉

盲学校におけるカコウ岩同定の試み・...・ H ・・・ H ・H ・－－…...・ H ・－……...・ H ・－…...・ H ・－…間々田和彦〈筑波大付属盲学校〉

「贋気楼」 2つのタイプ一身近な気象教材としての可能性一…・…….....・ H ・－……寺島禎一（富山県立雄山高〉

降雪中に含有される化学組成の地理的分布とその教材化・…....・ H ・－－－山本豊（上越教大・院；福井県立三国高〉

福山一東京聞の新幹線車窓から撮影した雲写真と「ひまわり画像」とを対応させた教材の試み…・・．．

・H ・H ・－…橋本雅巳〈広島大付属福山中・高校〉

分科会〔E〕中学校部会（8月19日， 10:00～15: 15) 

①科学グラブ活動におけるプロトプテルムの発見...・ H ・.....・ H ・...・ H ・.......・ H ・.....・ H ・－－米本公久（いわき市立赤井中〉

②地域の身近な素材を生かした地層の指導...・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－松本武雄〈いわき市立平第一中〉

③ 福島盆地周辺の地質の教材化ー「地殻変動」の教材について一・…...・ H ・......・ H ・斎藤金夫（福島市立福島第三中〉

④ 地層の指導におけるドライラボの開発...・ H ・－－相場博明（東京・八王子市立元八王子中〉・馬場勝良（慶応義塾幼〉

⑤探求能力の育成をはかる地域自然の教材化ー中学三年「大地の変化」の場合一・…...・ H ・H ・H ・－秦 明徳〈島根大〉

⑥郷土の山に教えられて大正時代の小・中等学校在学当時...・ H ・……… H ・H ・－…....・ H ・－… H ・H ・－酒井栄吾（名誉会員〉

⑦ 景観の観察を出発点とする地学教材の開発...・ H ・－－……...・ H ・......・ H ・....・ H ・－－…...・ H ・－－…・・下野 洋（国立教育研〉

③ 授業における火山と火成岩の指導・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小柳達弥 〈いわき市立三坂中〉

⑨地学教育の現状と今後の課題・…….....・ H ・－………...・ H ・－… H ・H ・...・ H ・....・ H ・－－鈴木喜三郎（福島・霊山町立霊山中〉

研究討議：学習指導要領について

分科会〔E〕小学校部会（8月19日， 10:00～15: 15) 

① 都市部の地形を生かした小学校「土地のなりたち」の学習指導の工夫・……・・小沢良一（東京渋谷区立千駄谷小〉

② 小学校における気象教材の変遷...・ H ・....・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・－鈴木正尚〈上越大・院；上越市立高田西小〉

③ 「1日の太陽のうごき」の指導について…...・ H ・－－…隅山裕志（愛知・碧南市立棚尾小〉・遠西昭寿（愛知教大〉

④ こどもと星をみる会の実践報告...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－……………田崎亨（1,、わき市立小名浜東小〉

⑤ 月の形と太陽の動きに関するパソコンシュミレーショシとその応用・・ H ・H ・－……榊原雄太郎（東学大〉・加藤圭司

（愛知・古瀬戸小〉・赤掘侃治（東学大・海外子女センター〉・横山節雄〈東学大・学校情報〉

郷土の地学教材の効果的な指導...・ H ・－…… H ・H ・－－－… H ・H ・...・ H ・－－… H ・H ・....・ H ・－・渡辺千昭〈いわき市立小名浜東小〉

研究討議：大会テーマおよび学習指導要領について

全体会〔E〕（8月19日， 15:20～16: 00) 

③ 

④ 
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⑦

③

⑨
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ポスターセ.. ，ション（8月18日～19日〉

① いわきにおける地学探究のあゆみ…...・ H ・－－

…・高木敏夫〈福島県立いわき養護学校〉

② 地形図と地学教材・……… H ・H ・－－平山勝美〈立教大〉

③鉱物系統図一含テルル鉱物について……・

・日本間久英・岡村三郎・中田正隆・長久保定

雄（東京学芸大）

④ 明治・大正時代の教科書，理科筆記帳

・・・・・・・・・地学教育史委員会

見学・巡検会要項

第1日 8月17日〈水〉プレ見学会

会場いわき市石炭・化石館

JR常磐線湯一例20分）
（しわき
特急ひたち号全列車停車

受付 (13～14時〉※この時刻においでいただけれ

ば，団体入場扱いとし，同館の専門委員がご案

内いたします。また，資料（1,、わきの化石と炭

鉱の歴史，他〉を配布します。

会費 l,000円〈団体入場料及び資料代）

終了後，平地区への移動は， J R常磐線で，湯

本一平間約10分。常磐交通パスで，八仙または

湯本温泉入口一平駅前間約30分，どちらも頻繁

に運転されています。

前回の案内では，石炭・化石館で恐竜および

いわきの地質に関する講演を予定しておりまし

たが，同館講堂が特別展示実施中のため使用で、

きなくなり，変更いたしました。

第4日 8月20日〈土〉ポスト見学・巡検会

Aコース 東京電力福島第一原子力発電所〈双

葉郡大熊町・双葉町〉，福島県原子力セシター

〈大熊町〉，あぶくま洞（田村郡滝根町，日本有

数の大規模鐘乳洞），阿武隈山地の地形観察な

ど。 JR東北新幹線郡山駅解散（17時頃）

Bコース フタパスズキリュウの化石産地，双

葉白亜系の化石，八茎鉱山の鉱物採集など，

J R常磐線平駅解散 (17時頃〉

Cコース いわき市石炭・化石館

第1日に参加できない方のために設定しました

参加要領は，第1日のプレ見学会と同様です。

受付 (10時まで〉会費 1,000円

※ A, Bコースとも， 15人以下の場合は中止

します。 〈定員48人〉

※ A, Bコースとも，都合によって，見学地

点を変更することがあります。

大会参加申込書

( 7月15日締切り｝

1 大名 会参加
氏 （ふりがな）

自宅（連絡先） T 

包 一 一一勤務先

宮 一 一一
2、懇親会

参加 不参加

氏名

0で囲んでください。会費は、当日会場で
申し受げます。

3、見学 ． 巡検会
) Aコース（福島原発、あぶくま洞他）
会費7,000円｛予約金2,000円）

) Bコース（八茎鉱山、フタパスズキリ
ユウ他｝会費4,000円（予約金1,000円｝

) cコース（ポスト見学会、石炭・化石
館）会費1;000円（当日受付｝

）プレ見学会（石炭・化石館）
会費1,000円｛当日受付）

）の中に、 0を記入してください。

また、 A、Bコースについては、前記要
領によって、銀行送金してください。

氏名

大会参加要領・ホテル案内は次頁にあります。



自家用車でおいでになる方へのご案内 ． 大会参加要領

3月24日，常磐自動車道の目立北ICーいわき中央I : 1. 大会参加費 3,000円

C聞が開通しました。東京都心から三郷ICへ，ここか ； 大会要項その他資料代〈当日会場受付〉
ら約2時間40分で，いわき中央ICへ，さらに約f:O分： 2. 懇親会会費 5,000円〈当日会場受付〉

で，会場までおいでになれます。駐車場は，会場周辺に i 会場：いわき東急イン CJR平駅前〉

確保してあります。また，各ホテルにも，駐車場があり : 3. 見学・巡検会

ます。 Aコース 会費 7,000円（予約金2,000円〉

見学・巡検の申込みについて

地学教育40巻， 6号〈昨年11月〉にて見学・巡検につ

いて参加ご希望を調査させていただきました。その節に

ハガキを送付主主ヱ左友良金恩室長主竺三史込全憲主送

金主主王役二九

Bコース会費 4,000円（予約金1,000円J

Cコース〈ポスト見学会〉及びプレ見学会

会費 1,000円（予約金不要〉

※予約金は，常陽銀行平支店普通預金口座 6489069

「日本地学教育学会全国大会事務局」あて，お送りく

ださし、。なお，事故防止のため，現金送金は避けてく

？とさい。

4. 大会参加申込書の送付先（7月15日しめ切）

≪!>970福島県いわき市平鎌田字寿金沢37

いわき短期大学内

日本地学教育学会全国大会実行委員会事務局

長薫葱愚歪薄会主主」意意主主5毘ヒ金投史技箆A:
ください。

5. 出張依頼状申込先

事 184東京都小金井市貫井北町4・1-1

東京学芸大学地学教室内 日本地学教育学会事務局

6. 宿泊所のご案内

大会中の宿泊所を，下記の通りご案内しますので，予

約を希望される方は，東急観光株式会社平営業所

~970 福島県いわき市平字三町日 12 管0246-23-3348

「日本地学教育学会全国大会係」あて，なるべく早自

にお申し込みください。 (7月10日頃まで〉

記

1. いわき東急イン -!IJ970 いわき市平字白銀町9-1

くシシグノレ 6,200円， ツイン 5,690円〉

2. ホテル平南署l'l>970いわき市平字白銀町8-8

〈シングル 5,000円，ツイン 4,800円〉

3. ホテル千代田 串970いわき市平字三町目20-1

（シングノレ 5,500円， ツイシ 5,100円

※いずれも JR常磐線平駅前です。金額は，税，サーピ

ス込み，朝食付です。

なお，会場まで時聞がかかりますが（約50分〉， 常磐

湯本温泉にも多くの旅館があります。各自ご予約くださ

L、。

く左上につづく＞
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小・中学校における天動説と地動説

加藤賢一＊

1. はじめに

小学校における天体の運動に関する学習では観察や経

験に基づいて太陽・月・星の日周運動，月の位相変化，

太陽高度の季節変化を把握することが学習目標とされ，

中学校では小学校で学習したこのような運動が地球の自

転や公転による相対的な見かけの動きであることを推論

する。前者は天動説的な立場に立ち，後者ではどちらか

と言えば地動説的な立場に立って天体の運動を考えるこ

とが求められている。

児童・生徒は天体や宇宙に深い関心を持ち，教師が思

っている以上に豊富な知識と情報を持っている。しかし

このような子供たちの興味とは裏腹に天体の運動に関す

る学習の理解度はあまり高くないく下野， 1987；伊藤他，

1986）。その主たる原因として小学校では学習の導入部

い題材を使えば小学校上級生からでもそれは可能で、ある

と考える。そこで児童・生徒の天体への強い関心を生か

し，また視点移動・転換の訓練を小・中・高校と通じて

反復して行なうために小学校の段階に地動説的な見方を

導入することを提案する。ただしそれは太陽系の諸天体

やその運動状態、を紹介し，観察された太陽・月・星の日

周運動や太陽高度の季節変化は地球自転や公転によるこ

とを示唆するだけにとどめ，本格的な地動説の導入とそ

れに基づく天体運動の推論は現行通り中学校で行なうも

のとする。

なお天文分野における視点移動能力の発達過程につい

ては土田・小林 (1986）によって精細な研究・調査が行

われているので参照していただきたい。

2. 学習の流れとむずかしさ

であり前提となる観察が充分行われていないこと，中学 小学校の学習達成度の調査によると小学5年の「星の

校では天動説的立場と地動説的な見方の相互転換がうま 動き」を確実に理解しているものは約半数， 6年の「季

くできないこと，そして，これは小・中学校に共通であ 節と太陽」も通過率が低く問題点になっているという

るが，子供たちの期待する内容があまり扱われていない （下野， 1987）。伊藤他 (1986）は秋田県下の小・中・

ことなどが挙げられる。そこでこれらの点を克服するた 高校を対象に「天文・宇宙教育」についてのアンケート

めの教材研究や実践が行われてきた。小学校の段階では 調査を行っている。その中で，中学生で地球の自転と日

入念な観察を行えば理想的な観察結果が得られて理解度 周運動を結びつけて理解できる者が33%，理解しにくい

は上がり，子供らが自然と興味を抱くこと（たとえば関 者が40%，星座の季節変化と公転を結びつけて理解でき

谷， 1984），中学校では， 自転・公転の導入〈モテソレイじ） る者が29%，理解しにくい者が42%と報告している。地

→地上で見られる天体の運動の推察というプロセスが一 軸の傾きと太陽高度の季節変化の項もほぼ同じような数

種の知的ゲームのように生徒の興味をひきつけた授業の 字となっている。天体の運動の理解度は小学生・中学生

実践例（たとえば芝， 1984；酒井， 1987）が報告されて 共に芳しくないというのが実態のようである。

いる。一方でこうした努力があるにもかかわらず通過率 小学校での太陽・月・星の動きの観察から始まり中学

はなお低いままである。 校で地球の自転・公転を推論してし、く学習の展開を追っ

小学校で

果となるカ為どうカミが理解度を左右する絶対的要因で、ある

のに対し，中学校では視点を地上から宇宙空間へあるい ①体験を通して実態を知る

はその逆を行なうという視点の移動に慣れなければなら （観察〉

ない点にあるようである。筆者の属するプラネタリウム ↓ 

施設での実践例からみると後者の視点移動能力の向上に ②まとめて統一的イメージ

は長い期間の反復訓練が必要であるが，身近かで興味深 を作るく観察結果〉

本大限市立電気科学館天文室 1987年9月24日受付

1988年2月18日受理
↓ 

天動説

小学校
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を養うのに天体の運動は効果的であると言えるのである

〈土田・小林， 1986）。

ここで天体の運動に関する視点の移動・転換には2種

類あることに気をつけなければならない。ひとつは初め

て地動説を導入する図 1の②から③へ移る段階で、のコベ

ルニクス的転回であり，もうひとつは地動説を仮定すれ

ば地上でどのような動きが観察されるかを推察する時の

視点の移動（③と④の往復過程〉である。この両者はま

ったく性質を異にする視点の移動・転換である。

現行のカリキュラムでは小学校で①と②を，中学校で 歴史を振り返ってみるとコベルニクスに始まる地動説

③から④まで，高校で⑤を重点的に扱うようになってい は当時の天動説で説明できない現象が現われて生まれて

る。小学校では天体の運動には一定の規則性が見られる きたものではないし，地動説を支援する証拠があったか

ことを身近かな天体の観察から把握するという一方的な らでもない。コベルニクスの太陽中心説はたくさんの周

流れになっている。中学校では地球の自転・公転の可能 転円で埋まっていた太陽系の姿を単純にして説明したと

性を多面的に考察するために天動説モデ、ルと地動説に立 いうのも俗説に過ぎず（吉田， 1982), むしろ哲学的な

ったモデルを導入し，観察された運動がどう説明できる 考察から生まれたと見るのが妥当である。地動説は通常

かを考察して両モデルの適否を検討し，最終的に自転・ の科学の研究方法から生まれたモデノレで、はなし、。もし地

公転に気づかせるという流れになっており，③と④を何 球の自転や公転運動が直接的に実感できるものであった

度も往復しながら学習はすすんで、いく。このような学習 り，単純な測定から導かれるものであれば別であろう

の発展は児童・生徒の発達段階を考愚して編み出された が，尾形 (1976）が言うように「日周運動など体感でき

ものであろうが，天文学の発生から17世紀前後の科学草 る方法などないのであって，だからこそそれを認めるの

命の時代を経て今日まで続く天文学の歴史を再現化した に長い年月を要したので、ある」 （なお年周運動に関しで

ものと見ることもできるし，経験の積み重ねの中から法 佐藤（1980）が同様の指摘を行なっている〉。小学校で

則性が見出されるという自然を探求する際のー般的な姿 行った観察結果を説明するモデルとして地動説を採用す

勢を表わしたものと見ることもできる。天体運動の教材 るとし、う合理的な根拠はあまり見当らなし、。そこで中学

にこのようにさまざまな側面があることは同じ天文分野 校指導書では安易に地動説を擁護する立場をとっていな

の中でも際だった重要な特徴で、ある。 いのであろう。いずれにしろ地球の自転や公転運動の学

小学校段階で、観察（それも意識的に計画された観察〉 習の第一段階では動かないものを動かし，自らを客体化

の経験が欠落していると天体の運動を理解する上で決定 して見てみるという大きな発想の転換一文字通りのコベ

的な障害となる。それは上で、見た学習の流れからして当 ルニクス的転回をはからなければならない。この場合の

然である。対象に据えた自然現象を正しく知ること，そ 視点の移動を特に視点の転換と言うことにする。

れが学習の前提条件である。小学校のカリキュラムを見 もうひとつの視点の移動（本稿で単に視点の移動とい

ると，少し意識的に観察すれば結果のでるものが並んで う場合はここで述べる内容をさす〉は地動説モデルを導

いるように思われるので，通過率が悪い大きな原因は観 入して自転・公転の推論を行うところで登場する。運動

察ができていないことにあると見てよい。筆者の所属先 状況をとらえる場合には視点を宇宙空間におくことが多

での経験であるが，児童から受ける相談の大半が夜間の い。観察は地上から行う関係があるので運動の結果とし

星の観察法に関することであることからも観察が充分に て導かれる天体の配列や天球に投射された相対的な動き

行われていないようすが察せられる。 といったものは視点を地上に置いて考えなければならな

中学校になると，小学校の教材で、は地上に置いていた い。その上さらに視点が乗っている大地が動いている複

視点を宇宙空間に移し，地球や太陽系を外から見て自転 雑な状況を思い描かなければならないというのが天体運

や公転運動を考えることを要求される。さらにそのよう 動における視点移動の特徴である。しかしこの操作は前

な運動があった場合に地上から月や星がどのように観測 の視点の転換とは異なり，論理的に行なうことができ

されるかを論理的に演耀しなければならなし、。中学校教 る。

材の特徴はこのように視点を変えて相対的に天体の運動 ところで最初の視点の転換には非常に大きな発想の不

を考察することにある。そこで相対的に事象を見る能力 連続が含まれているにもかかわらず，生徒はすぐにこれ

③結果を説明するモデルを

作る（自転，公転〉

↓↑  

④モデルから運動を推察

⑤その検証（実験，観察〉

校学中

説

説

動

動
地

天

高校

図1.学習の流れ
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を受け入れてしまう。コベルニクスの時代から時が過ぎ

て今では地動説は人々の観念を規定する常識と化してい

る。したがって中学生はもちろん，小学生でも地球が丸

いことを知り，地球の自転・公転を無批判に受け入れる

のはこのような文化的背景から見て至極当然である。地

動説モデルの持つ科学的な意義は上で、も述べたように革

命的な視点の転換であったことである。しかし今や人工

天体を使って物理的に視点を動かし，観測できる時代で

ある。どれだけの具体的な根拠を据えているかは疑問で

あるが， 児童・生徒は視点を移すべき空間の認識〈片

平， 1981)をすでに備えていると見るべきである。小関

(1986）が東京学芸大学付属の小・中学校で行なったア

ンケート調査の結果を見ると，月の満ち欠けの理由（そ

の結果どのような見え方になるかの推論は別にして）を

知っている 4年生は88%，太陽が東から西へ沈んで、いく

のは地球の運動によると答えた6年生は 100%であった

とし、う。上で、述べたことから納得できる数字である。視

点の転換は発想の転換を伴った本質的には受け入れにく

いものであるにもかかわらず，天体運動を理解する上で

の障害にはなっていない，というのがここでの結論であ

る。

中学校で、残ったのは視点の移動に関する教材である。

たとえば「地球を中心に公転している月に太陽光が当た

っている。さてどのような欠け具合になって何時頃に昇

ってくるか」という類の問題であり，あるいは「太陽高

度の季節変化を説明する天体の配置として正しいのは次

のどれか」といった問題で、ある。たとえば月の位相変化

の問題をとってみると位相変化の原因が月の公転にある

ことは小学生でも知っている。その両者の関係を論理的

に結びつけるのが中学校での学習である。この種の問題

は三次元的に運動や天体の配置を考えなければならない

点がむずかしいと言われる。確かに立体空間での視点の

移動は容易に体得できるものではない。平行移動だけで

なく回転がし、くつも重なっている系を想定し，そこでの

運動を推論するのは決して簡単なことではない。それに

空間の広がりや時間的なスケーノレを宇宙的な規模で、実感

することはまず不可能であり，誤った先入観に支配され

ている（小林， 1984）ことも手伝っている。中学校で理

解度が低いというこの種の視点移動に関する教材を真に

理解するためには，さまざまの場合について多面的に推

論・考察を加え，観察で確かめては次の教材に移ってい

くというプロセスを何度も繰り返して鍛練することが大

切である。

最後に児童・生徒の学習に対する意欲の問題がある。

学校の天体の学習がつまらないとし、う戸がしばしば寄せ

c 3) -95 

られる。内容を聞いてみると題材が地球の周辺に限られ

ていて運動ばかりを扱っているからだということが多

い。児童・生徒の発達に合わせると太陽や月の動きのよ

うな身近な現象から天体の学習に入っていくのは当然の

ことである。その結果として地球周辺に重きがおかれる

のはあるていど仕方がない。しかし天体の運動はあまり

に日常的であるがゆえに現代の情報化の中では価値の低

い情報とされ，片隅に追いやられている（天体の運動の

学習が重要でないと言っているのではなしう。そして一

方からはロマンあふれるドラマチックな宇宙の姿がセン

セーショナルに紹介される。児童・生徒の興味関心がそ

ちらに向くのも当然で、ある。これが天体運動の学習をむ

ずかしいと感じさせている別の要因となっている。

3. 日周・年周運動もおもしろい

筆者の属する館で開催している講演会や講座・講習会

あるいは観測会などでは日周運動や年周運動をしばしば

とりあげている。学校現場の方々には信じがたし、かも知

れないが，星や銀河の世界に出るよりも太陽系に話を限

り，月や太陽の見え方を扱ったほうが確かに受けるので

ある。親しみやすい天体が登場し，ちょっと頭を働かせ

れば分るという点で実にいい教材になっているからであ

る。中学校で理解度の低いとされている分野がむしろ好

まれるというのは興味深いことである。工夫次第では理

解度が上がる可能性が秘められているように思う。

観察を主にした天体の運動に関する教材はいろいろ研

究されてきた。星野写真から始まって太陽の自転，太陽

の視直径の季節変化，木星の衛星の公転，夕暮れの星座

四季の昼夜の変化，金星の満ち欠けと視直径の変化，火

星の軌道図と多くの教材が考案されている。われわれが

扱うものはこういったものの他に次のようなテーマがあ

る。ややマニヤ的なところがあるので学校に適用するの

はむずかしい点もあるが，参考になると思う。また短期

間の講座などでとりあげる関係上，学校のように演習的

なものは行なっていなし、。

＠北極をはじめ世界各地の太陽・月・星の日周・年周

運動

極圏での太陽の一日の動き，一年の動き

赤道は年中昼夜の長さが同じ

オーストラリアでの赤道儀の据付け法

ニューカレドニヤで南十字星が一番長く見える日

はいつか

秋の日のつるべおとし

太陽の出投時刻変化の非一様性
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太陽の南中時刻は変化する

北極・南極・赤道の日時計

星時計

＠それに月の公転運動などを組み合わせる

夏の満月はなぜ、低い

アラスカでは月はどんな動きをするか

月の出は本当は毎日50分ずつ遅くなる？

月が山を這う？

＠月に関する誤解の数々

三日月の向きはこれでL、し、？

月は西から東に動く？

昼に見える月が欠けているのはなぜか？

来年の今月今夜のこの月も満月か？

きょうは十五夜一一満月か？

＠暦の歴史と作り方

うるう年は本当に4年に一回か？

昔は年に月給13回？

春・秋分は昼夜平分にあらず

＠星占いの背景

星占いのいわれ

十二宮と黄道12星座はずれている

＠日食・月食の規則性

日・月食に周期あり

月食から月までの距離がでる

①太陽の自転

太陽から地球を見たらどう動く？

＠月面上での運動

月面から地球を見るとどう動く

月に望遠鏡を設置するには？

＠他の惑星での日周運動

金星や天王星での動き

火星の衛星の動き

木星での日食や月食

＠文学や美術品などに登場する星空を再現する

枕草子

建礼門院右京大夫集

曽根崎心中

星まんだらなど宗教との関連

＠星の民俗

和名，古名

十三夜塔

＠天文考古学

ピラミッド

ストーンへンジ

益田の岩船

〔地学教育

ハレー善星や星座に関することはずいぶんとりあげ‘た

し，できるだけ身近な印象を与えそうなものを選ぶよう

にしている。この場合，受講者が実際に観察の体験をし

ているかあるいは実際に見たり読んだりとし、う経験があ

ると講座は成功する。月や太陽に関するものを扱う以

上，観察の重要性は学校現場と同じである。

日周運動も公転運動もここまでくれば大変味わい深い

ものである。視点が地上や宇宙空間の一点だけではな

く，自転軸の向きが地球とは反対向きの世界や自転周期

と公転周期が等しい世界，あるいは時間的にひどく隔た

った世界へと縦横に移動している。やがて，時間・空間

的に離れていてもそこには一定の規則性があることが分

ってくる。太陽の日周運動などに疑問を持つことは少い

ので，極圏での動きのような非日常的なものを導入して

改めて考えて直してもらうとし、う方向である。常識に少

し厳密さを加えたり，いささか変った視点で、見たりする

と運動の性質が明確に浮んでくるものである。

この際の学習目標は学校と同じで視点移動能力を養う

ことである。先に中学校で理解度が低いところとして指

摘した部分で、ある。この視点移動能力を養うには適切か

っさまざまな教材によって繰り返して訓練する以外に方

法はなL、。しかし一旦その能力が備われば日周・年周運

動に謎解きのおもしろささえ味わうことができるように

なる。

半田 (1981, 1984）は高校3年の地学Eの授業で夕日

が沈むようすを観察させた事例を報告をしているが，

「高3にもなって夕日を見て，太陽が右下の方向に沈む

のを発見したり，太陽がゆがんで楕円形になるのに驚い

たり，日が沈んだとたんに夜になって暗くなると信じて

いたのが裏切られ，改めて太陽の偉大さに関心したりす

る生徒がいる」ものである。高い認識能力を備えた高校

生に見合った内容で、あれば，主として小学校で行なうよ

うな日没観察でさえも教育的価値の高い教材となるので

ある。このことはまた児童・生徒の成長に応じた反復訓

練の重要性を示している。

4. ニつの視点を獲得するために

天体の運動についての学習の最終的な目標は地上と宇

宙空間の二つの視点で現象をとらえることができるよう

になることである。このような視点の移動能力は反復訓

練の中で養われる。したがって，小学校から高校まで繰

り返してその能力養成が行われるべきである。

児童はすでに自転・公転の事実を知っている。前述し

た視点のコベルニクス的転換をすでに通過していると見

ることができる。そこで小学校段階で太陽系の概念を導



41巻， 3号， 1988〕

入して地球の自転・公転を扱っても良いので、はなかろう

か。たとえば小関（1987）はこの立場で具体的なカリキ

ュラム私案を提示している。伊藤他（1986）の調査によ

ると小学校の教師が現行の小学校のカリキュラムに加え

る必要があるものとして考えているもののうちの上位ふ

たつが①惑星・太陽系・その起源と，②地動説（地球の

動き〉であったとし、う。太陽系概念、の導入は児童が抱い

ている現代的な宇宙観と多少とも合致することになる。

以上の理由から現在では中学校に集中している地球の

自転・公転の関係を一部小学校でも扱うことを提案した

い。視点移動能力は小学校5年以降に順次伸長して中学

3年でおよそ限界に達するというし（土田・小林， 1986),

片平 (1983）は児童の空間概念の基礎的な認識能力はほ

ぼ小学5年生ででき上るが，実際の学習はそれ以前から

行われているとし、う。これらの指摘をもとにすると現行

の小学校のカリキュラムに若干の追加を行うのがよい。

新しく扱うのは先に述べた視点の転換に関するもので，

たとえば太陽系の概念、や，地球も惑星のひとつであるこ

と，天体の回転は一般的に見られる現象であること，そ

れによる見かけの動きが起こることなどが考えられる。

ただしこの段階での学習目標はあくまでも地上から見た

天体の動きをとらえることに置き，本格的な視点移動に

関する事柄は中学生以上の教材にすべきで，小学校では

事実を提示するにとどめて動機つeけを行なえば良いだろ

う。

本稿をまとめるにあたって大阪府科学教育センターの

小林英輔氏との討論が有益であった。氏に深く感謝する

ものである。
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〔要旨〕 小・中学校の理科のうち地球の自転・公転に関係した分野は理解度が低いと言われている。その原

因の一つに地球の自転・公転と天球の回転や四季の星座の変化とを結合させて考えるという視点移動が充

分訓練されていないことがある。理解度を高めるには反復訓練が必要であり，児童・生徒の知識と意欲を

生かすためにも地球の自転・公転の教材を小学校から扱うことを提案する。

Ken-ichi KA TO: A proposal for obtaining a better understanding of the relation between the 

apparent motion of the celestial sphere with the rotation and revolution of the Earth; Educat. 

Earth Sci., 41 (3), 93～97, 1988. 
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紹 介

〔地学教育

模は， 「物を測る」ということを「学」の始原とする近

代（物理〉科学が地震現象に目を向け始めるまでの過程

池上良平著震源を求めて一一近代地震学の歩み が示される。 「体感」に基づく，いわば前近代的な「震

B6ー258ページ， 2.300円，平凡社， 1987年4月 度」も地震の大きさを測る一つの尺度であり，多くの研

平凡社自然叢書の一部として標記の図書が出版され 究者が，それぞれに尺度（ものさし〉を作っていった過

た。内容は 程が示されて面白い。

1.地震学の禦明， 2.電源を求めて， 3.地震の速さ， 4. この本に引用されるかつての研究論文（主にヨーロッ

震度と地震の規模， 5.東京大地震説とデマ事件，となっ パ諸国の文献〉は著者自身が全て原論文に直接当り，辞

ている。 1.は1755年11月のリスボン大地震をきっかけに 書片手にひもとくという作業を経てなったものであり，

始ったヨーロッパ地震学の話から始まり，地震の原因を その労苦は驚嘆に値する。内容の殆んどが，著者自身に

現象に基いてあれこれと考慮するジョン・マイケルの仕 よって既に当学会誌「地学教育」に発表（主に1975年～

事が紹介される。伝統的なヨーロッパ科学が， 如何に 1986年〉されたものである。学会誌の丹念な読者は改め

「自然哲学」的であるか，そして如何に執助に物事を考 てこの本を求める必要も無いように思えるが，世の啓も

えるか，を教えてくれる。 2.は古い時代において震源を う書として大幅に文章を書き改め，非常に読み易く，か

正確に，計測的に求めようとする話が紹介され，懐中時 つ，興味をわかせる様に文章を推こうされた著者の苦労

計や柱時計，体感など，全ゆる情報を駆使して震源を追 と力量に感嘆させられる。表カパーに描かれたユーイン

求する歴史が大変に面白い。また，明治13年の横浜強震 グ式地震計の絵は見事であり，その意味でも楽しい本と

をきっかけに創られた日本の地震学会，地震計の考案な 言えよう。手許に置き一読されることを勧める所以であ

ど近代地震学の幕開きが示される。 4.の震度と地震の規 る。 (K. Y.) 

付：「地学教育」に掲載された池上良平氏の論文一覧

地震の初期微動と縦波との同定の経緯について

－…・・27巻 5～6号 127～133 1974 

震源位置決定法の変遷から観た地震研究の発展経過につ

いて (I) 18世紀後半からの約1世紀間

.... 28巻 4号 191～202 1975 

err) 日本地震学会の期間
－…・…・29巻 1号 l～14 1976 

遠い地震の最初の観測・・ H ・H ・・29巻 4号 83～88 1976 

地震の震度階の変遷……－…・・30巻 2号 59～71 1977 

初期地震学における地震波の伝播速度に関する研究経過

について c I) 自然地震に基づく研究
・…31巻 2号 47～60 1978 

err) 人工地震に基づく研究（その 1)
－…31巻 4号 113～121 1978 

err) 人工地震に基づく研究（その 2)
.... 3z巻 1号 1～11 1979 

(ill) 日本人研究者による研究

……32巻 4号 111～125 1979 

ill.地震動の性質に関する研究（その 1)

....・ H ・・34巻 5号 129～140 1981 

同上くその 2）…34巻 6号 159～168 1981 

N.地震原因論....・ H ・H ・H ・・35巻 1号 9～19 1982 

v.前震と余震の研究… 35巻 3号 95～105 1982 

VI.津波の研究・…...・ H ・・35巻 5号 145～152 1982 

VII.火山の研究（その 1)

向上（その 2）……36巻 2号 39～49 1983 

向上（その 3）…36巻 4号 179～189 1983 

・・ H ・H ・・36巻 6号 219～230 1983 

VIII. 地震工学的研究....・ H ・・38巻 3号 77～95 1985 

地震計に関する MilneとEwingの論争

・・・・・35巻 4号 115～122 1982 

地震学における関谷清景の業績（ I)

向上（］I)・...・ H ・・37巻 1号 11～25 1984 

……37巻 2号 41～55 1984 
].MICHELLの地震観……38巻 6号 157～167 1985 

明治末年における東京大地震説とデマ事件に対する新聞 ＊「大森地震学の残したもの I. 地震の活動性に関す

論理とその資料.....・ H ・...33巻 3号 95～105 1980 る研究」は，地震第34巻特別号「日本の地震学百

大森地震学の残したもの＊ 年の歩み，第 1部第2章 37～72頁 1981.参照

1I.地震の初期微動に関する研究 〈編集委員会〉

…－…・34巻 4号 95～106 1981 
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天文教材の開発と新しい指導法の研究〔E〕

－全天カメラによる北天・南天・東天・西天写真の撮影－

荒木英治＊．池田俊夫本

1. はじめに

魚眼レンズを使用した全天星野写真は星座の位置関係

や，全天の星の運動を統一的に把握するための有効な視

聴覚（写真〉教材である。この撮影された全天星野写真

は，ただ地平線が円になり，星座早見を見るのと同様に

理解をするには，し、くつかのステッブを必要とする。そ

こで全天カメラを水平にし，各方位にレンズの光軸を正

確に向けると，図－ 1のような写野をもっ星野写真が撮

影できると考えた。このようにして得られる星野写真は

地平線が直線となり， 3方位と天頂が写されており，実際

の空のイメージに近いものである。それゆえ，これらは

小，中，高等学校の天文教材としてより効果の大きい素

材になる。また解像力の優れた星野写真を撮影したいと

いうねらいもあったので，撮影にはブローニー判のフィ

ノレムを使用した。プローニー判を使用しているカメラに

は全周魚眼レンズを使用した全天カメラは未だ公表され

ていないので，われわれは， 35mm判用の対角線魚眼レ

は，図－4のように，フィルムの対角線の画角が 180度

の写野を持っている。このレンズのイメージサーグルは，

およそ，図－4の点線の部分であり，もしこの面にブロ

ーニー判のフィルムを置くと，このレンズは， 全周 180

度の写野を持つ，ブローニー判用の魚眼レンズとなる。

シャッターについては星野専用カメラなので，フイノレ

ム遮光板を安全装置とし，レンズキャッフゃの開閉で、行っ

た。撮影距離は星野専用カメラなので，無限遠のみでよ

z （天頂）

ンズを使用したプローニー判の全天カメラを自作した。 E s 地平線 VI 

以上の結果を報告する。

2. 全天写真・半天写真について

全天カメラを天頂に向けて撮影すると，図－2のよう

な写野を持つ星野写真が撮影でき，各方位，方角，天頂

角は図のとおりである。

全天カメラを水平にし，各方位に向け，撮影すそ

図－3のような各方位を中心とした星野写真（以ー t二天

写真とよぶ〉ができる。撮影地が光害などのない場所な

ら図の点線の部分は写らない。また明るい場所で、写した

時は，オベイク液などで消せばよい。半天写野での方位

角，高度を15度ごとに書き入れてある。

3. ブローこー判自作全天カメラの構造

35mm判一眼レフカメラ用交換レンズの中に焦点匙離

が 16mm前後の対角線魚眼レンズがある。このレンズ

＊京都市青少年科学センター指導課指導室所員

荒木は4月1日より京都市立久世中学校に移動

1987年12月23日受付， 1988年2月27日受理

図－1 全天カメラを南に向けたときの写野

N 

図－2 全天写真による写野
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図－3 半天写真による写野

プローニーフイJレム

(, 5 rn；ム

図－4 対角線魚眼レンズのイメージサークル

いので， フランジパック 43,70mm （ミノルタの対角線

魚眼レンズを使用した。〉にあわせて製作した。またフ

ィルムホルダーはマミヤプレス用のものを使用した。

現在までに， 2台の全天カメラを製作をした。レンズ

のイメージサークルの違いや星像，周辺減光等の違いを

知るためにレンズのメーカーも変え，製作方法も変更し

た。また1台の方には，コパル製の0番のレシズシャッ

ターを組み込み，月や太陽の撮影にも対応できるように

製作した。そのため，旋盤やフライス盤なども使用して

おり，一般的に作りやすいとはL、えないので， 3台目を

検討中である。ここでは全天カメラの本体の簡単な紹介

にとどめたい。なお，メーカーにより，フランジパック

が異なり，フランジパックが短いと，レンズシャッター

を組み込むときに工作が難しくなるので配慮が必要であ

〔地学教育

図－5 全天カメラ

フイIレム

パックホルダー

画定担E

図－6 全天カメラボディ部

る。

6. 教材化への取り組み

全天カメヲによる半天写真は次のような点で有効と考

える。

( 1 ) 星の日周運動を統一的な全天の動きとしてまと

める過種で

実際の野外の観察から，あるいは視聴覚教材の利用に

しても星の日周運動を教材として扱うときは，各方位の

天体の動きをまとめ，天球全体としての動きを考察する。

この段階の学習過程は透明半球を使用したり，あるいは

長時間の静止撮影による星の日周運動の4方位の写真を

箱状に組み立て天球全体としての星の動きを推論すると

いった過程になるのではないだろうか。またこの場面で

全天写真を使用する試みもあるが，児童・生徒にとって
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写真1 全天写真

写真2 半天写真（南〉
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写真3 北天の日周運動

写真4 南天の日周運動
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写真5 東天の日周運動

写真6 西天の日周運動
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は地平線が丸いということで，日常の体験からは，理解

するには，難しいといえる。また方位の写真からは連続

的な星の日周運動の動きがわからない。特に北東，ある

いは南東などといった，中間的な方位での星の動き，ま

た真東から登った星は天球上をどのように移動するかな

ど，天体全体としての星の日周運動をまとめる上で難点

があるので，この点を理解するうえでも効果的であると

考える。撮影例としては，写真2のように星を点像に撮

影し一定時間毎に連続的に撮影する方法や，写真3ー写

真6のように長時間の静止撮影などが効果的である。

(2) 星の年周運動を統一的に理解する過程で

中，高等学校の学習範囲内に「季節によって，見える

星座が場所を変える」とし、う，いわゆる星の年周運動が

ある。生徒の実際の学習活動経験は，現象を体験把握す

るのにかなりの日数を要するという理由で，皆無に等し

い。それ故，少なくとも 3方位の星座を方位的に正しく

撮影された半天写真は，その実効度が大きく，日時的変

化の大きい2～3枚を重ることにより，それらの位置の

変化をより正しく理解することが可能である。

撮影方法は，通常の静止撮影・ガイド撮影と要領は変

わらない。ただ，フードが使えないので夜露には注意が

必要である。また方位磁針，水準器が必要である。教材

のねらいにより，静止撮影，ガイド撮影そして露出時間

の長さなど変わってくるが，長時間のガイド撮影の場

合，地平線の様子がわからなくなるので注意が必要であ

る。今回は各方位での静止撮影の撮影例を紹介する。

〔地学教育

5. おわりに

全天といったスケールの大きな，天体の動きを把握す

ることは，実際の野外での観察でも，視聴覚教材を使っ

た学習で、も難しいことを痛感している。私どもは，この

写真教材を連続的に撮影し，天体の動きを，動的に見せ

ることができる映写機の開発にも取り組んでいる。また

このような撮影により，教科書やいろいろな書籍で，季

節の星空などが絵で掲載されているものが，写真などで

掲載できるのも有意義なことではないだろうか。

諸先生方の御指導，御批判をお願いする次第である。

6. 謝辞

全天カメラの製作にあたっていただし、た，当科学セン

ターの岡田仁史所員ならびに全天カメラの写野をコンピ

ューターグラフィグにより描いていただし、た蓮井隆ー所員

そして当科学センタ一地学領域所員の方々に心より深く

感謝申し上げる。
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固定教科書時代（明治43年～昭和15年〉の小学校地学教育

地学教育史委員会報告 No.4

地学教育史委員会〈渡部景隆〉

はじめに

理科の固定教科書は，明治43年に始めて作成され， 44

年から全国的に採用されたようである。これは，日本の

小学校理科教育史の上で画期的な意味を持つものといわ

れる。地学教育史の上でも同様のことがいえる。国定教

科書理科の課目がで、きた前半の検定教科書時代をうけて

明治43年から大正時代を経て昭和15年までの30年間使用

された。その間内容や編集方針の大綱は不変であったが

小さな改訂により 4期に分けられている。

本委員会では，国定教科書の地学領域について第 1期

を基準にして 4期までを通説し，地学教育の筋を追うこ

とを計画しこの方針による作業が一段落つくまでに至

った。なお，国定教科書がで、きたときの事情l工，検定教

科書から国定教科書への移行過程とともに，十分明かに

することができなかったが，わかったところを書き止め

ておしこの作業の最後の時期に酒井委員の指摘によっ

て，各県で使った「理科筆記帳」等が国定教科書（児童

用〉の編集に関係があるらしいことがわかったが，この

検討には時聞を要するので後日に報告することとした。

したがって，本稿の「国定教科書」は後日の「理科筆記

帳」で完結する予定である。本稿の教育課程については

関，教科書等の文献収集については下野・渡部，理科筆

記帳については酒井，本文の執筆，全体の調整について

は渡部が担当した。

I 固定教科ができたときの教育課程一一明治

30年の小学校令の改正による地学領域の内容

明治40年の小学校令の改正により理科は 5・6年で義

務教育として履修することになり，これが国定教科書の

編集へと連なった。すなわち，この改正で義務教育年限

が2年延長されて 6年となり，明治19年以降検定教科書

時代の尋常小学科4年に続く高等小学科1・2年の理科

がここで5・6年の理科となり，これが義務教育となっ

て，その上に高等小学校1・2年の理科を置くことにな

ホ地学教育史委員・稲森潤，小林学，酒井栄吾，下野洋，関

利一郎，平山勝美，渡部景隆（五十音順）

1988年3月10日受付， 3月20日受理

ったので、ある。このときの「小学校令施行規則」では，

地学領域に関連ある内容は次のように示されている。

。〔地理〕 尋常小学校ニ於テハ本邦ノ地勢， 気候， 区

画，都巴，産物，交通等並ニ地球ノ形状，運動等の大

要ヲ理解セシメ・…・・（以下略〉

O〔理科〕 尋常小学校ニ於テハ植物，動物，鉱物及自然

ノ現象ニ就キ主トシテ児童ノ目撃シ得ル事項ヲ授ヶ，

特ニ重要ナル植物，動物，鉱物ノ名称，形状，効用及

発育ノ大要ヲ知ラシメ又通常ノ物理化学上ノ現象及人

身生理ノ初歩ヲ授グベ、ン。

これを明活19年のものに比べると，地理法大差がない

が，理科では天文や気象に関するものが削られ，動植物

に並んで鉱物が出ている。ただし， “鉱物及び自然の現

象”とあるので，地学的な内容が鉱物だけに限られては

いないが，この時の改正がその後の地学教育に大きな影

響を与えることとなったことが指摘されよう。すなわ

ち，鉱物に重点がおかれ，しかも，各論的記載的に扱わ

れ，地学的内容がきわめて無味乾燥なものになったきら

いがある。その取り扱われ方を，当時の教科書の項目で

概観すると，次のようである。

。尋常小学地理（巻1・2）児童用，文部省 明治43年，

第13 世界地球の形状・運動，経度・緯度，地球

の表面

O尋常小学理科書児童用，文部省明治43年

第5学年用 c1～55項目中の地学的内容の項目〉
土，岩石，石英・長石・雲母，黄鉄鉱，方解石，

寒暖計，春分・秋分（以上7項目〉

第6学年用 c1～53項目中〉
泉・井・池，川，流水の作用，水成岩・地層，火

山・火成岩〈以上5項目〉，硫黄， 石油， 石炭，

鉄，銅，亜鉛・錫・鉛，真鍛・青銅，金・銀（以

上8項目。

以上の教科書の項目＊をみると，地理では「世界」と

＊この地学領域の項目の選定は，関利一郎委員が既に
発表したものを本委員会に提出した資料そのままで
ある。しかし，本委員会の第1報及び本報告では，
5年の寒暖計をはぶき， 6年の海を加えた。教科書
の内容を検討し地学教材の系統を考えるとこの方が
よいとみたからである。
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いう大項目に，地球の概観があるに止まっている。地勢

．気候は各地方別にその特徴が簡単に述べられているだ

けで，気象，天候に関する内容はない。

次に理科では，“金属鉱物”，造岩鉱物に非常に重点が

おかれており，他は軽く扱われている。また，天文気象

に関する項目はほとんどないといえる。なお，項目数を

みても，理科全体に対する地学領域の内容に関する項目

が少ないことが指摘される。

II 検定教科書から固定教科書への移行の過程

1. 国定教科書理科（児童用〉ができた事情

固定教科書理科〈児童用〉は5年用が明治43年11月，

〔地学教育

6年用が同年12月に発行され，これを日本書籍・東京書

籍・大阪書籍の各教科書会社が醗刻発行し，固定教科書

共同販売所から発売され，明治44年度から使用された。

小学校教科書の国定制度は，検定教科書の採択に関する

疑獄事件の反省から明治36年に定められ，翌37年4月か

ら国定教科書が使用されたが，理科は上記の明治43年ま

で国定教科書ができなかった。その事情について，“日

本教科書大系”（昭和41年戸では次の趣旨が述べられて

いる。 「主要教科は明治37年4月から教科書が使用され

たが，理科は国定に加えられず，府県での理科教科書を

＊海後宗臣・仲新編 (1966）日本教科書大系，近代
編23巻（3)c理科〉講談社

明37

表 1 国定教科書以前の理科筆記帳〈明治37-41年〉

〔教研〕

14ll 理科筆記巻 1-4 川合秀一近田徳次郎共著

教育書出版会明37 4冊印記；帝国図書館蔵

〔教研〕

1419 理科筆記帳児童用 4-8 教材取調会公論社

明37 5冊印記；帝国図書館蔵〔教研〕

1382 小学理科筆記 1学年用松屠静長崎松尾松

栄堂明37 印記；帝国図書館蔵〔教研〕

1384 小学理科筆記帖学海指針社明37 5冊印記

；帝国図書館蔵〔教研〕

1361 小学理科参考図書兼筆記帖第 1.2学年三沢力

太郎田沼書店明37 2冊印記；帝国図書館蔵

〔教研〕

1380 小学理科新書児童筆記代用 小学校教授法研究

会文学社明37 〔東書〕 1.2. 3 1上明36

〔開智〕

明38

1352 小学校理科筆記帳 4箇年用巻 1-4 棚橋源太

郎著浅野薫三郎刊明38 4冊印記；帝国図書

館蔵〔教研〕

1357 小学理科生徒筆記代用巻 1-4 信濃教育会

編光風館明38 4冊印記；帝国図書館蔵〔教

研〕 〔開智〉明40再版〔教研〕 〔開智〕

1387 小学理科筆記要項集巻 1-4 理科研究会三

重県伊藤善太郎刊明38 4冊印記；帝国図書

館蔵〔教研〕

明39

1333 愛媛県小学理科園 1-4学年筆記用 愛媛県同

窓会鐘美堂明39 4冊印記；帝国図書館蔵

1383 小学理科筆記帳第 1.2. 4学年用大分県高等小

学校長会鐘美堂明39 3冊印記；帝国図書館

蔵〔教研7
明40

1385 小学理科筆記帳第1学年新潟県教育会 目黒

十郎刊明40 訂正再版〔教研〕

1401 千葉県小学理科圃筆記用2.3学年千葉県師範

学校附属小学校研究会編明40 鐘美堂版 2冊

〔東書〕

1337 京都府小学理科圏筆記用l.2. 3. 4上， 4下普通

教育研究会編大阪，東京鐘美堂明40 4冊

印記；帝国図書館蔵〔教研〕

1418 理科筆記代用巻 1-4 大曽根幸吉津豊住

謹次郎刊明40 4冊印記；帝国図書館蔵〔教

研〕

明41

1393 尋常小学理科帳第5.6学年上野教育会東京

大阪鐘美堂明41 2冊印記；帝国図書館蔵

〔教研〕

1388 尋常小学理科児童筆記代用巻1.2 信濃教育会

光風館明41 2冊印記；帝国図書館蔵〔教研〕

〔開智〉

1397 新定理科筆記帖尋常科第5.6学年宝文館

明42 2冊印記；帝国図書館・〔教研〕

1386 小学理科筆記帳尋常第6学年塩野進等六盟

館明42 印記；帝国図書館蔵〔教研〕

1335 鹿児島県用理科筆記帳尋常第5.6学年六盟鰭

明42 2冊印記；帝国図書題〔蔵教〕

（註〉 鳥井美和子編 (1967）：「明治以降教科書総目録小学校編」掲載の該当書とみられるものを摘出し，年次順

に配列した。右端のNo.は国立教育研究所付属図書館の蔵書番号
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採定することを禁止した。すなわち，理科教科書（児童

用〉の必要を認めなかった。しかし，文部省は，明治39

年小学校理科書編集委員会を設けて同教師用書（ 5・6

年用〉を編集し，これが明治41年4月に発行された。そ

の後，児童用についても要望があり，明治43年7月小学

校令施行規則を改正して理科を新に国定に加え，同年11

月と12月に5年と 6年用の教科書が編集・発行され， 44

年から使用された。しかし，上記の施行規則によれば理

科の教科書は“学校長ニ於テ児童ニ使用セシメザルコト

ヲ得”とし，美術，図画と同様，小学校長の判断で使用

しなくてもよいとした点が修身・国語・日本歴史・地理

とは異っていた。

理科の教師用書ができてから数年間，固定教科書児童

用が編集されなかったのは，検定教科書時代まで読物的

であることの反省から，実物教育と地方の実状に適した

理科教育を目指したものとすれば，見るべき文部省の達

見であったと評価できる。しかし，実情には不詳のとこ

ろがあり，関連資料のほしいところである。例えば，上

述の“日本教科書大系”には， 「教師用書発行後，児童

用書の編集についても要望があり，また文部省で、も理科

筆記帳などが広く使用されている当時の実情などから，

児童用書の編集を認めた云々」と記されている。上記の

理科筆記帳（類似書を含む〉とみられるものは，鳥井美

和子編（1967）の「明治以降教科書総目録，小学校編」

によれば，表1のように明治37年版では教科書会社の全

国版6種， 38年全国版 1種と長野県用（信濃教育会〉三重

県用（全国版教科書会社刊〉の 3種， 39年大分県用と愛

媛県用（全国版教科書会社刊〉の 2種， 40年新潟県用，

京都府用（東京・大阪〉， 千葉県用， 全国版の4種， 41

年長野県用（信濃教育会・光風館刊〉などが刊行されて

いるので，これらの理科筆記帳が固定教科書にかかわる

ものであったと思われる。このうち，若干のものについ

ては検討で、きたが，これらが国定教科書への移行時の重

要な資料であったとみられることをここに書き止め，

「理科筆記帳」とその地学教育史的意義については後の

委員会報告にゆずることにする。

尋常小学校の固定教科書理科〈児童用〉は，明治41年

の固定で、なかった教師用書に従がい明治43年に第5学年

用と第6学年用各1冊ができた。図 1はこの第1期の児

童用教科書の表紙の1部，目次を示す。文体・仮名づか

いなどにはかなりの変遷があるが，表紙の形式は固定教

科書時代全期を通じて等しかった。

2. 固定教科書理科る編集方針と当時の批判

固定教科書時代の地学領域の教育の前提として，理科

全体に関係する教科書の編集方針を，「日本教科書大系」

(15）ー107

く尋常小学理科書，第1期国定教科書〉を主にしてまと

めると次のようである。

固定の理科教科書は，検定時代の理科教科書の編集と

異なる内容・構成がとられていて，編集の特徴は教材の

選択と配列などによくあらわれている。これらは，次の

数項目として列挙できょう。

①教師用書によれば， 5・6年の 2年で「理科の全

搬に渉りて其の大意、を授け」ょうとしたこと。②「植物

・動物・鉱物・地文・物理・化学・生理・衛生等」に関

する身近な材料」を選択したこと。③「難易の順序」を

考え， 「季節」その他の事情を考費して配列したこと。

④ 次に植物・動物等は主として「東京付近に普通な

るものの中より選択」したので，土地の事情によって適

宜に取捨変更すべきものとしていること。

⑤ 教科書の表現について，児童用書は簡潔な説明文

で紋述されているに過ぎないが，教師用書には観察実験

などの教授上の留意事項があり，各項目毎に要旨・準備

．教授事項・概括を設けて解説していること。

以上を要約すると，固定の理科教科書は『必要な項目

を理科全般から選定し，難易・季節等を考慮して各領域

毎の教材のまとまりに余りとらわれることなく項目を配

列し，文章はなるべく簡潔な説明文とした』ものといえ

る。この編集方針が少しでもわかりやすくするため，表

1には項目（章〉番号を付して示した。 5年では植物・動

物の後の11月以降に鉱物（⑧“土”～⑮“方解石・石灰

岩つ・化学が来るが，⑬“夏至・冬至”と＠“春分・秋

分”は季節にあわせている。 6年では， 7月頃までの植

物・動物の聞に地質（⑦“泉・井・池”～⑪“火山・火

成岩つが加わり， 9・10月は鉱物（③“硫黄”～＠“金

・銀”）・化学，それ以降は物理，生理・衛生の事項とな

っている。

上記の固定教科書に対する当時の批判として， 「日本

教科書大系」には次の趣旨の記述がある。

「国定教科書は検定時代の教科書と比べて文章が極めて

簡潔であり，無味乾燥であるといえる。教材は季節を考

意して配列したというが，検定教科書にみられた「春の

田畑」「夏の水辺」「冬の野山」のように教材の相互関連

と生活経験による統合の立場が見られず，単に教材を順

次に羅列している観がある。本書lこ対する批判的意見は

特にこの点に向けられている。その理由の 1つとして，

編集委員が当時の理科教授の実際から縁遠い科学者を中

心としていたことも関係があったと考えられる。 しか

し，一面からすれば，教師用書が別にあるのだから，児

童用書は読物としてではなく，児童が要点を筆記するた

めの努力と時間を省く立場から編集されたものであった
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小学校国定教科書（第1期・明治43年〉

尋常小学理科書第5学年児童用表紙，奥付，

図 1
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表2 固定教科書（第1～4期〉地学関係項目対照表

6 

夫常けら

名
か

日

名

項
は

た

羽

つ
で

か

．
正
念

改

法
の

K

次

前

．．
 日．
 ためともいえる。そして，このような批判があるにして
も，国定教科書は，広く全国の小学校で用いられ，日本

の理科教育がこれによって一定の形式と内容が与えられ

た点で，小学校理科教育史の上に時期を画す重要な意味

を持つ」と「日本教科書大系」は結んでいる。

3. 固定教科書理科（児童用書〉の性格と教科書の改訂

固定教科書理科の児童用は教師用書に数年おくれて発

行され，しかも，小学校長の判断で教科書を使用しなく

ともよいと定められたことは前に述べた。この方針につ

いては， 国定教科書の最初の修正時（固定教科書第2

期〉，大正7年の教師用書に次のように述べられている。

「本書（教師用書〉中の教材を甚しく変更せずして教授

L得る学校の為に児童用を編纂せり」と。これは児童用

教科書は必ずしも使用しなくてもよいと定められたこと

を明かにしたもので，教授指導上の効果を挙げるため，

各府県が“理科筆記帳”を編集した理由の 1つがこの辺

にあったとみることができょう。ただし，現実の小学校

理科教育は固定教科書理科（児童用〉によって実施され，

固定教科書としての拘束力は発揮されたとみられる。

次に固定教科書は約30年間に3回改訂されたことは地

学領域の検討の前提になるが，理科教育全体にかかわる

ので，ここで概観する。

第 3 期 （大正 10年） 第 4 期 f昭和4年〉

－－・③風と南 ③風と雨

:__.;g すゐし苧う（水品〕 ＠ ナゐしゃう〈水晶）

トモ訟 はうかhせき（方解石〕一一一一一一＠ はうかhせき（方解石〉 4 

: 九 わうてつぐわう（黄鉄鉱）一一一一ー わうてつ〈わう（黄鉄鉱〉

！ 。｜わうどう〈わう（黄銅鉱）i: ⑬ わうどう〈わ5（黄銅鉱〉年

（「⑮ しゅんぶん（春分） ⑥春 分

け 一一一一一一①〈わかうがん（花嵐岩〉；半① 〈わかうがん（花嵐岩）

斗②｜土とがんせき〔岩石）ロ一一一一一② 土と岩石

年

とうじ（冬至〕 ＠ とうじ（冬至）

c ~~~話予J三·：.t·んトー＠ 官~） .・7'1rl；，・三弘
＠銅⑬銅

金・銀 ＠ 金・銀

火山・火成岩 ② 火山・火成岩

＠ 流水の働 ＠ 流水の働

③ 水成岩・ちそ5（地層〉一一一一一ー＠ 水成岩・ちそう〈地層〉 年

＠ 巳：＠土

。第1期 明治43年施行規則改正，理科国定教科書とな

る。同年， 教科書（児童用） 5年；明治43年 11

月， 6年同12月発行， 44年使用開始。

0第2期大正7年修正， 5年；大正7年度， 6年；大

正8年度使用開始。

大正の初期は第一次世界大戦による社会的・教育思想

的な変動期で教科書の修正作業が行なわれた牢。地学領

域の項目にも変更があった（表2参照〉が，ここでは理

科全般の修正の要点として，①教材と季節との関係を地

方の実情にあうように，②実験法は簡易に，観察教材は

地方で得やすいものを，③用語・文章は平易に，記述は

具体的に，④字はなるべく仮名が多く，⑤人生との関係

を一層密接に，⑥児童が興味をもつように配慮する，な

どが挙げられる。また「東京付近に普通なるものの中よ

り選択」とあった第1期の方針が「各方面の代表とな

り，且最も普通にして観察・実験の容易なるものを選

択」と変わる。なお，地学領域では， 「鉱物・岩石の得

やすいものはあらかじめ採集しておき云々」となってい

＊ 「日本教科書大系」には， 「高等師範学校・各県師

範学校その他各方面から出された意見等を参考に

し，理科教科書編集委員会で検討審議し，修正が行

なわれた」とある。
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る。

O第3期 4年；大正10年11月発行， 11年使用開始，
5年；大正11年， 6年； 12年発行。それぞれ同年

使用開始。

4年から理科が課されるようになった小学校令施行規

則の改正は大正8年であったが，この改正で4年用の教

科書編集がはじめられ，実際に児童が使用したのは第3

期の大正11年からであった。地学領域の教材の項目や内

容を検討すると，第2期と第3期との間に最も大きい改

正があり，第4期は第3期と項目が全く等しいことから

みて， 4学年から理科が課されるようになったこの時期

には相当の検討が加えられたことが推定される。これに

ついての「日本教科書大系」の記述の趣旨を要約すると

次のようである。 『4年の理科ができてから数年間（大

正8-10年〉教科書がなかったのは，国定教科書に対す

る要望はあったが，①理科教育の性質からみて教科書は

不要であるとし、う考えもあったこと，②実情として教科

書なしで理科教育を正しく行なうことのできる優れた教

師が少なかったこと，③民開発行の理科筆記帳など教科

書に類するものが広く使用される傾向があり，それらの

中に不備・欠点のあることが多かったこと， などによ

り，文部省は4・5・6年を合わせて修正編集する方針

をとり，従来の 5・6年が修正後の日が浅いため，これ

らを解体して，新たに小学校理科（児童用） 4・5・6

年用を編集した。なお，当時の教育思想などの影響もあ

って校外観察等を重視した時間配当をとり，理科全体の

項目については， 4年では植物・動物が多く，物理・化

学・鉱物関係が加わり， 5年では植物・動物・鉱物が多

く，次いで物理・化学，また天文・地質・気象関係も増

加し， 6年では物理が多く，次は化学，植物・動物は減

少し，新しく生理が加わっている』。以上が「日本教科

書大系」の見方であるが，上記のうち，地学領域の教材

にふれていない6年では4項目（＠“火山・火成岩～＠

“土”〉がある（表2第4期参照）。

。第4期第3期の部分的修正版，昭和4年発行・使用

開始。 4年用は昭和4年， 5年は昭和5年， 6年

は昭和6年発行，それぞれ周年から使用。

修正の内容は， 「全体として鉱物・地質が最も大き

く，次に物理・化学もかなり修正が目立つ」と「日本教

科書大系」は記述しているが，地学領域の項目では第3

期と等しい〈表2・第4期参照）。ただし， 内容の見方

や記述については岩石・地質教材の改訂が目立つ。な

お，昭和10年，同13年にも第4期内の小修正があり，見

落としがちであるが，地学領域でも方解石の結晶の図な

どに変更が見られる，これらについては次章で詳述す

〔地学教育

る。

m 固定教科書における地学領域の教材

国定教科書理科は，物理・化学・生物・地学の領域と

いうわけ方で編集されたものではないことは当然である

が，このため，地学領域の教材の項目の選定には稀に差

が生ずることがある。本稿では，項目の選定，内容の記

述の方針などを次のようにした。表2の国定教科書（第

1-4期〉の地学関係項目対照表は，本稿の取扱い方針

を概観できるように作成したつもりである。

1) 地学領域の項目は，第1期21項目，第2期23項目，

第3期と第4期24項目とし（表2), これらについて全

期を通しての筋を考えた上で，第 1期の項目の配列にや

や比重をかけてまとめる。

2) 区分と配列は次の通り。 A天文， B気象， C岩石

・鉱物一（1）土と岩石の風化，（2）岩石，

3) 鉱物の性質， D地形・地質一（1）地下水， (2) Jllと

海，（3）流水の作用と地層，（4）火山の活動と火成岩， E地

下資源，（1）燃料資源（燃鉱類）， ,2）金属資源〈全鉱類）

4) 各項目とも第1期の全文はすべて示し，第2期以

降の項目名または内容が著しく異なるものについては，

第2期・第3期の初出のところで全文を示す。

5) 第2期以後項目が等しいときは異同を概観する程

度とし，大改訂期〈理科4・5・6年履修となる〉の第

3期で内容が著しく変ったものについてはこれに言及

しその後も扱いが強化されたものについては第4期に

重点をおいて述べる。

6) 固定教科書の図は原則としてすべてを掲載する。

4期を通じての図には小修正のものがあるが，その中の

1つを掲載し，必要に応じ本文で言及する。

7) 内容の評価などはすべて本委員会の私的な見解で

ある。

A.天文

固定教科書第 1期5年に⑬「夏至・冬至」＠「春分・

秋分」があり，第2期の5年で，⑭「げしJ，②「秋分」，

⑮「とうじ」， ＠「春分」の4つに分かれた。第3期に

は＠「しゅんぶん」だけ4年に， 他の3つは5年に残

り，第4期にそのまま受けつがれている。ここでは第1

期の全文を示し，これら天文教材が次第に気候・行事な

ど生活との関連で救われ， 「天文・気象」領域に入れた

くなる傾向を示すため，第3期の春分を例として掲げ

る。

＠「春分・秋分」第 1期〈明治43年） 5年

｜『春分の日は3月21山 22日制。

秋分の日は9月23日又は24日なり。



41巻， 3号， 1988]

｜ 春分の日及び秋分の日には，太陽は真東よ

（り肘て真西に入札昼の長さは夜の長さ

に等し』

第2期〈大正7年〉の＠“春分”では，上記の内容に

“春分”の頃は「太陽の高さ甚だ高からず，又低からず，

此の頃より気候温和となる。Jが加わる。

⑮“春分”第3期（大正11年） 4年

第1期の春分の内容は省略し，その次に加わる部分を

示す。

『Tこし、ゃうは真南にあるときが 1日中で一番

高い。春季皇霊祭の日は春分の日あでる。

春の彼岸はこの日を真中にした7日間であ

る。この頃からだんだんに暖いよい気候に

なる。J

B気象

国定教科書第1期には気象領域の教材はないが，第2

期に新たに追加された「風と雨」が唯一の気象教材とい

えるもので，第3・4期に連なる。

＠「風と両」第2期（大正7年） 5年

『一つ所にて空気を熱するときは，熱せられ

た空気はのぼり，まはりの熱せられざる空

気は此の所に向いて進み動く。

空気が太陽の熱によりて自然に大きく動く

ときは風を生ず。

空気中の水蒸気が冷えて，こまかきしづく

となりて，ただよふときはきり又は雲とな

る。雲には，こまかき氷より成れるものあ

り。

雨・雪は雲となりてただよへるしづく又は

氷が大きくなりて落来るものなり。』

この気象教材は，第2期5年では⑬「水の三態及び寒

暖計」を受けた形で、次の項目，すなわち＠「空気」，＠

「酸素」と続き，内容的に物理教材の性格が強いが，小

改正期の第2期にただ 1項目の気象教材として加わり，

ほぼ上記の内容で第3・第4期に受け継がれたものとい

える。

C岩石・鉱物

第 1期の⑥「土」，＠「岩石」，＠「石英・長石・雲

母」（造岩鉱物〉， ⑩「黄鉄鉱」，＠「方解石・石灰岩」

をここにまとめる。これらの項目名は，第3期の大改訂

までにすべて変更され，国定教科書地学領域の中で取り

扱いの方針が最も変った領域で、あった。したがって，必

要に応じ，第 1・3期だけでなく 2期・ 4期についても

ふれる。

(1) 土と岩石の風化

(19）ー111

第1期の⑨「土」は第2期に①「空気と土」となっ

た。そして第3・4期には，②「土と岩石」が5年に，

6年に②「土」というように土に関する内容が2学年に

わカミれた。

⑧「土」第1期（明治43年）， 5年

（『普通の土は主に砂と粘土とより成る。

砂は粗くて硬く，粘土は柔にして粘りけあ

｜ り。岩石も永く空気・水又は木の根などに

l侵さるるときは，次第に砕けて終には土と
なる。J

第2期には5年の最初に①「空気と土」として扱わ

れ，内容から岩石の風化が除かれ，通気性など土の性質

の見方となる。

①「空気と土」第2期（大正7年） 5年

『からと見ゆる入れものの中にも空気あり。

空気は一つの入れものより，他の入れもの

に入れかふることを得。空気が水中を通る

ときは，あわとなる。

空気は眼に見えす．，にほいも味もなし。風

は空気の動けるものにして， これにより

て，地上にはいづれの所にも空気あるを知

るべし。

地面の土はおもに砂とねんどとより成り，

つねに多少の水をふくみ，又其のすき聞に

は空気をふくむ。

地面が日光を受くれば，其の土は暖くな

り，又其の地面にふるる空気も暖くなる。」

第3期は大改訂で5年②「土と岩石」に崖の断面の絵

入りで岩石の風化を扱い， 6年の地学領域のまとめの位

置に③「土」を扱い，岩石の風化や母岩の語が出てく

る。

①「土と岩石」第3期（大正12年）， 5年

『地を切り取った所を見ると，下にかたい岩

百があり，その上に岩石のぼろぼろになっ

たものがあり，その上にやはらかし、土があ

る。さうして岩石の部分と土の部分とはし

ぜんに移りかはってゐてその聞に目立った

さかひがない。これで岩石がかはって土に

なることが知れる。

土は砂とねんどとから出来てゐる。土を水

にかきまぜて置くと，砂は沈むけれども，

ねんどはなかなか沈まないから，水はなか

なかすまない。

砂には少しもねばりけがない。土にねばり

けがあるのはねんどをふくんでゐる為であ
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し る。ねんどの多い土はねばりけが強い。』 J 

図3 「花尚岩」の挿絵第2期だけ

図2 「土と岩石」の挿絵第3期・第4期
『くわかうがんは御影石ともいふ。かたく，

強くして，美しきにより，家・橋などを造

②「土」第3期（大正13年） 6年 I るに最もよき石材なり。

「岩石を造ってゐる鉱物が空気の変化と共に＼ ｜三わかうがんは石英・長石・雲母の 3種の

ふくれたり，ちぢんだりすると，岩石は破｜ I 鉱物より成れる岩石なり。其の中のはひ色

壊する。又岩石のすき間にある水は温度が l ！ のものは石英にして，白色のものは長石，
O度以下に降ると氷になって体積を増す為 1 I 黒色のものは雲母なり。

に，岩石は破壊する。又岩石の中の鉱物は｜ ！ 長石は2つの向に割れやすし。雲母ほうす
石英のほか，どれも水の為に分解して遂に｜ ｜ くはげやすし。

ねんどになる。土はかうして出来たねんど｜ ｜三わかうがんが風・雨に長くさらされて，

L 鉱物の粒即ち砂とから出来てゐる。こ｜ ｜ 自然にくつれば，其の中の長石・雲母は担

のやうに岩石が空気や水の為に破壊し分 1 1五乙どとなり，石英は砂となる。」

解して土になることを岩石の風化といふ。 I (3) 鉱物の性質

土の上部は空気や水によくふれて十分に分｜ “鉱物の性質”としてまとめたものの中には，造岩鉱

解してゐてたいてい赤茶色である。さうし｜ 物（石英・長石・雲母であるが，特に石英・水晶に着

て表面に近い部分は，たいてい植物の分解｜ 目〉，ヘ、わゆる金属鉱物” （黄鉄鉱・黄銅鉱〉および方

したものがまじってゐて，黒色を帯びてゐ｜ 解石（石灰岩を含む〉がある。

る。土の下部は分解がまだ著しくなくて， I 3-1）造岩鉱物（石英・長石・雲母〉

もとの岩石即ち母岩のくだけたものが混っ｜ 国定教科書第1期では，この前が「岩石」で，花崩岩

てゐる。 ｜ の造岩鉱物としてこの3種の鉱物名が出ている。ここで

岩石が風化して出来た土は母岩の上に留っ｜ は各論として扱っている。しかし，第2期からこの項目

てゐるとは限らないでト，雨水や風の為に運｜ は「水晶」となって内容が変わり，その上，絵が第2・

ばれて，他の所に積ることがある。』 ／ 3・4期とも異なる。

(2) 岩石 ＠「石英・長石・雲母」第 1期（明治43年） 5年

第 l期の「岩石」は主に花崩岩を扱い，第2・3・4期 ／『水晶は普通，無色透明にして，結晶の形は

では項名が「花崩岩」となる。 ｜ 六角形をなし端尖れり。

＠「岩石」第 1期（明治43年） 5年 ｜ 紫水晶・煙水晶・白水晶なども水晶の類な

「岩石は崖・谷間などに多く現る。その他の｝ I り。総称して石英と云ふ。石英ば頗る硬

所にでも，土の Fには必ず岩石あり。 ｜ ｜ く，且火に熔難し。

花両岩は美しき竪き岩石にして石英・長石｜ ｜ 長石は白色又は肉色にして，不透明なり 0

・雲母と名づくる 3種の鉱物より成る。」 ／ ｜ 雲母は白色又は黒褐色にして，薄く剥易し

第2期の「花崩岩」は， 「水晶」，「黄鉄鉱」，「方解石 I 石英・長石・雲母は種種の岩石の主なる成

・石灰岩」の後に，絵を入れて扱っている。第3期も扱 ｜ 分として広く存す。

い方がこれと等しいので，第2期の全文を示す。 ｜ 水晶は装飾品として用い，長石は陶磁器を

⑫「くわかうがん」 （花崩岩〉 「大正7年） 5年 ｜ 造る材料とす。」
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図6 「黄鉄鉱」「黄銅鉱」の挿絵

上：黄鉄鉱の単体結晶

下：黄銅鉱の群生結晶

とも第3期と第4期

両方

図4 「石英・長石・雲母」 「水品」の挿絵

第1期：左から雲母・石英（群生水晶〉長石の 3つ

第2期：「すゐしゃう」右の単体水晶

第3期：「すゐしゃう」第1期の群生水晶

第4期：「すゐしゃう」単体水晶と群生水晶の両方

“いわゆる金属鉱物”の観察教材の代表例として採用さ

れたもので，第3期の大改訂で， 「黄鉄鉱・黄銅鉱」と

なり，両者の比較に条痕も役立つことから手軽な実験的

操作も加わった点で，重視すべき教材であったと思われ

る。

⑩ 「黄鉄鉱」第1期〈明治43年） 5年

！？黄鉄鉱は淡黄色にして光沢強く不透明にし

: て硬し。

I 条痕は褐黒色にして結晶の多くは立方体な

り。

＼硫黄と鉄とより成る。』

第2期の「わうでつくわう」で，黄鉄鉱の結晶の絵が

入る。

⑫わうてつくわう・わうどうくわう（黄鉄鉱・黄銅

鉱〉，第3期〈大正11年） 5年

4年で黄鉄鉱と黄銅鉱の比較が主になる。①粉の色

〈条痕色〉は金とちがって黒い色，②結晶形は黄鉄鉱が

四角，黄銅鉱が三角の面でかこまれ，③黄鉄鉱の方が硬

くて色がうすい。④黄銅鉱から銅を取る， など， 結晶

形，色，硬さ，粉の色などから“金属鉱物”を識別する

見方になっている。児童が自分で条痕をつくることがで

きれば，硬度と粉の色とで識別できるが，教科書ではこ

こまでは要求していない表現をとっている。

3-3) 方解石（石灰岩を含む〉 “いわゆる非金属鉱

物’，

黄鉄鉱に対し非金属で大きな鉱物として観察実験教材

の代表例として方解石が扱われたと解される。扱う視点

はほぼ等しいといえるが，第3期から「はうかし、せき」

と項名が変わり， 4期とも絵が等しくないことが目立

ぺ〉。

⑪ 

第2期の⑨「すゐしゃう」は，第1期の絵（水晶・長

石・雲母とも〉をやめて，新たに柱面を持つ単体の両錐

形・英を「すゐしゃう」として絵を入れ，「すゐしゃう」

「めのう」の類を石英と定義し，長石と雲母をはぶき，

鉱物の観察教材の代表例として水晶にしたと考えたい

が，ふつうに産出する石英脈空洞にできる群生する水晶

をやめて上記の単体結晶だけを入れたが，第3期（大正

11年）には第1期の群生する水晶の図に戻り，第4期

（昭和4年〉にうけつがれた。しかし第4期の小改訂期

（昭和13年〉には，単体水晶と群生水晶の 2つを入れ，

単体結晶は結晶の説明のところに，群生水晶は次ページ

に．すゐしゃうは岩のすき間などにあって，たいてい多

くのけっしゃうが集ってゐる。』という説明のところに

挿入されている。固定教科書の単体水晶は群生水晶と等

しい低温型石英に属する大結晶で，噴出岩（流紋岩など〉

の造岩鉱物としての高温型（両錐形石英〉でもなく標本

の入手が困難であったと思われる。したがって，単体結

品が採用された時期は学者側の意見が強く，水晶の絵に

なったのは現場側の意見が相対的に重視さたためではな

いかと思われる。そして，国定教科書最後期の数年（昭

和13～15年〉だけ両者とも採用されてけりがついたとい

う感が深い。これは， 「方解石」の絵の場合と似てい

る。

3-2) “し、わゆる金属鉱物”（黄鉄鉱・黄銅鉱〉

国定教科書の「黄鉄鉱」は第1～4期を通覧すると，

第1期（明治43年） 5年「方解石・石灰岩」

図5「黄鉄鉱」の挿絵第2期

だけ，第3期と等しいが，

これだけが特に大きいので

示す。



はうかいせきの項目名で4年で扱うこととなり，石灰

岩の内容はあまり変らないが， 「はうかL、せき」はっち

で打つと，マッチの箱をゆがめたやうな形にわれる』と

しこれを示す努開片の絵を新たに入れている。これだ

けでは，結晶形との関連がつきにくいとの現場からの意

見によるものであろう，第4期（昭和4年〉には第3期

の男開片の絵の上に結晶形3種を入れて 1つの図に示し

ているが，第4期内の小改正（昭和13年版〉では結晶が

1つ削除されて2つになっている。これは方解石の場開

片の観察実験を主な視点とする小学校教育において実物

標本を見る機会の少ない結晶をどの程度扱うか，試行錯

誤の過程を示唆する例と見ることができょう。

D 地形・地質

第 1期の⑦「泉・井・池」，③「川」，⑨「流水の作用

⑮「水成岩・地層」．⑪「火山・火成岩」をここにまと

める。これらの項目名は全期を通じて殆ど変わらない，

絵や表現には改善の跡が認められ，鉱物にかわって，こ

の自然の仕組みに目を向ける視点が次第に重視されたと

いえる。

(1) 地下水

⑦「泉・井・池」第 1期（明治43年） 6年

『雨水の一部は土砂の隙聞を通りて次第に地

中に浸込む。地中にある水を地下水と云

ふ。地下水は粘土又は密なる岩石の上に溜

り，又は之に沿て流る。

泉は谷・崖等より地下水の出づるものな

り。泉の水集りて地面の窪き所に溜れば池

となる。

井は土地を掘りて地下水を汲取る所なり。J
これには泉・井戸の関係を示す見事な絵を添えてい

育教
ρふ4
子ー〔地

寸
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図7 「方解石」の挿絵

上の複屈折：第1期だけ中の雰開片の割れ方：第
2期・第3期・第4期下の結晶形上段の3個
（昭和4年〉 左：間瀬産，中：不老倉産，左：足
尾産下段の 2個（昭和13年）足尾産なし

図8 「泉・井・（池）」の挿絵

第 1期から第4期まで同様の絵であるが，改訂
期毎に小修正が加えられ，地下水がわかりやす
い第4期の絵をここに示した

『方解石は普通，白色又は灰色にして，其の

結晶はマッチの箱をゆがめたるが如し。

小万にて容易く傷つくべし。又割易くし

て，割れたる片は元の形に似たり。

方解石は集りて石灰岩という岩石を成す。

石灰岩は焼きて石灰を製す。J
＠ 「はうかし、せき・せきくわいがん」
7年） 5年

上記の第 1期には男開片で二重写しの字の見える絵を

入れ，努開片を結晶といっているように受けとれるが，

第2期では，この絵を削除， 「結晶形はいろいろで，打

ったかけらがマッチ箱をゆがめた形」と正確な表現にな

っている。石灰岩の説明に大理石が加わる。大理石は小

学教則時代・検定教科書時代を通じて（欧米でも〉取り

上げられてきたものである。

＠ 「はうかいせき」 第3期（大正11年） 4年

第2期（大正



41巻， 3号， 1988]

図9 「Jll」 （流域と分水界〉の挿絵

上：第1期だけ

下：第2期から第4期まで同じ絵であるが，範

囲は小さく修正された

る。第2-4期まで文章と絵は改訂されているが趣旨は

これと等しL、。ただし，第2期以後この項目名から池が

削除されたのは地表水で、酒養されるものもあるので，適

切な措置といえる。

(2) 川と海

⑧「川」第l期（明治43年） 6年

『泉の水及び雨水は地上を流れ，集りてJI！と

なる。山間の川は其流急にして，平野の川

は其の流緩なり。川の本流及び其の支流の

流るる地方を其の川の流域と云ひ， 2つの

川の流域を界する所を分水界と云ふ。川は

交通の便を与え，其の水は濯i既に用いら

れ，又種々の工業に利用せらる。』

固定教科書の「JII」は，流域や分水界を定義するな

ど，自然地理的な高度の見方で，上記の第1期には流域

を示唆する山のスケッチに分水界を示すV字型屋根の参

考図を添えている。第2期以後は分水界になる尾根を強

調した絵にかえている。川は「泉・井」とともに全期を

通じて5年のはじめにあるが，地質教材とみられる「流

水の作用」は，大改訂の第3期から 6年に移っている。

このの見方から全期を通覧すると，第1期に地質教材

（⑨「流水の作用」ー⑪「火山・火成岩」〉の後になって

(23）ー115

L、る⑬「海」がこの次に来る。

⑬「海」第1期〈明治43年） 6年

｛「海は甚だ広くして，岸に近き所は多くは浅

く，遠き所は甚だ深し。

海面は風の為に波を生ず。されど深き海中

は常に静かなり。海には毎日 2回づっしほ

のみちひあり。

海水は多くはよくすみ，緑色又は藍色に見

ゆ。されど深き海中は暗黒なり。海水l土味

しほからく，普通の水よりやや重し。

海は交通の便を与ふること大なり。海iこは

種々の有用な動物・植物を産す。又海水よ

り食塩を取る。』

海は全期を通じでほぼ等しい扱いをし，第2期から干

潮と満潮の絵が挿入されている。

(3）流水の作用と地層

これには「流水の作用」とこれによって形成される

「水成岩・地層」が入る。

3-1) 流水の作用

⑨「流水の作用」第1期（明治43年） 6年

『流水は川の岸を砕き底を削りて，岩塊・陳

・砂・粘土を下流に運ぶ。

かく運ぱるる聞に，砂・粘土の如き軽きも

のは遠く流されて川口及び湖・海の底に積

る。」

第2期はこれとほぼ等しいが，第3期と第4期には川

の蛇行の絵が挿入され， “雨水の行方から川の観察”と

いう戦後の単元学習の扱いの片鱗が偲ばれるので，次に

第4期の全文を掲げる。

＠「流水の働」第4期（昭和4年） 6年

『雨水が地面を流れるときは地面の土のねん

どや砂を流す。その為に浅いみぞが出来

る。雨が強く降ると，ねんどや砂だけでな

く小石をも流し，殊に地面の傾いてゐる所

では著しし、。

川の水は川床や川岸をけづって大小の石や

砂やねんどにして下流の方に運ぶ。その為

に川床はだんだんに低くなり，川幅はだん

だんに広くなる。上流の谷川ではJI！床の低

くなることが殊に著しい。これは水の勢が

強い為と，水で運ばれる大小の石が川床と

すれ合ふ為とである。川床にある石は互に

すれ合ったり，川床とすれ合ったりする為

に，角がすりへって丸くなる。又大きい石

もだんだんにくだけて小石になり，砂lこな
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図10 「海」 （潮の干満〉の挿絵

第2期第3期・第4期

図11 「流水の働」の揮絵

第3期と第4期， JIIの蛇行

り，又はねんどになる。

川の水はねんどや砂や小石を下流の方に運

んで，終に海か又は湖に入る。

流のはやい上流の川床には大きい石が多く

積つてゐる。さうして流の最も遅い川口や

海や湖の底には砂か又はねんどが多く積っ

てゐる。

川の曲った所の外側は流がはやくて川岸や

川床が多くけづられ，内側は水がよどんで

小石や砂やねんどが多く積る。その為に川

はますます曲る。』

3-2) 水成岩・地層

⑮「水成岩・地膚」第1期（明治43年） 6年

7粘板岩・砂岩・際岩等は水底にて成れる岩
石なり，かかる岩石を水成岩と云ふ。

水成岩は相重りて地層を成す。

地j曹は水平に横たはり，或は傾斜す。又住

往断層あり。

地層中には化石を含み居ることあり。』

〔地学教育

電 量邑

石化

図12 「水成岩・地層」の挿絵

上の地層：第1期から第4期まで， 下の化石：
第3期と第4期

上記の第 1期「水成岩・地層」には小断層を伴なう摺

曲した地層のあらわれた崖のあるスケッチの絵が挿入さ

れ，この絵は第4期まで入っている。この教材は後へい

くほど強化の著しい例で，上記第1期の「粘板岩・砂岩

・醸岩Jは第2期には『泥岩・ねんばんがんは泥土より
成り，砂岩は砂より成り，れきがんは小石より成れる岩

石』とし，水成岩の母材と続成作用の考えを入れてい

る。大改訂の第3期から，文章が3倍以上，化石の絵2

図挿入など強化が著しい。第3期と趣旨は等しいが，こ

こには第4期全の文を掲げる。

⑫「水成岩・地層」第4期（昭和4年） 6年

『JIIの水が運んで来たねんど・砂・小石など

や，火山から吹出されたものや，水中の動

物の殻・こっかくなどが水底に積って固ま

って出来た岩石を水成岩といふ。

でいばんがんはねんどが水底で固まった水

成岩である。堅くなく，割目が多くて，く

だけやすい。これにはセメントや煉瓦の原

料になるものがある。

ねんばんがんはでいばんがんが更によく固

まって堅くなったものである。平たく割れ

るものが多い。これには屋根をふくに用ひ

るものや，すずりやといしゃ黒碁石を造る

に用ひるものがある。

砂岩は砂から出来てゐる水成岩である。そ
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の砂の粒は多くは石英である。砂岩は建築

・土木用などの石材にし，又はといしの材

料にする。

れきがんは小石から出来てゐる水成岩であ

る。

ぎようくわいがんは火山から吹出された軽

石や火山灰などが水底に積って出来た水成

岩である。わが国には甚だ多くて，建築・

土木の石材に用ひる。

石灰岩は水中の動物の殻やこっかくなどが

水底に積って出来た水成岩で、ある。さうし

よく用の石材になる。又石灰やセメントの

原料になる。

水底に積るものは同じ所で、あっても時によ

ってその粒の大きさが違ふ。その違ったも

のが互に積重る為に，水成岩は地層をなし

ている。

地層は初は水底で、水平になってゐるけれど

も，これが陸地になると，一方に傾いた

り，種々に曲ったりする。又地層には割目

や断層がある。地層に変動が生ずるときに

は地震が起る。

地層の中には貝殻や木の葉や他の動物・植

物の形が化石となって残ってゐることがあ

る。化石は地層が新しL、か古L、かを知る為

に必要なものである。』

(4) 火山の活動と火成岩

「火山・火成岩」は，上記の「水成岩・地層」と同様

にあとになるほど強化された項目である。

⑪「火山・火成岩」第1期（明治43年） 6年

『火山は火口を有して，円錐形なるを常と

す。

現に水蒸気を噴出するものと，然らざるも

のとあれまた往々烈しき勢を以て水蒸気

及び熔けたる岩などを噴出することあり。

熔けたる岩が地上に出でて固まりたるもの

には，安山岩・黒曜石・軽石等あり。

花崩岩は熔けたる岩が地中にて固まりたる

ものにして，之を組立つる鉱物は何れも結

晶せり。

熔けたる岩の固まりて成りたる岩石を総称

して火成岩といふ。

温泉は泉の水の温度高きものにして，火山

に近き所に多し。火山・温泉等によりて地

球の内部は熱きものなるを知る。』

f，ケ』f 、、
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図13 「火山・火成岩」の挿絵

(25)-117 

：当こ

山

上の火山体の断面；第1期だけ 中の火山・火口；

第2期・第3期・第4期・下の熔岩；第3期と第4期

この第 1期には火山活動を示す火山体の断面図が挿入

されている（この絵は理科検定時代の棚橋源太郎他著

「小学理科教科書」明治33年，本委員会報告No.2参照＊

にも掲げられている〉。第2期になると，この絵のかわり

に，活火山の遠望と噴火口のスケッチ上下l図として挿

入された。大改訂の第3期には説明文が長くなり，絵は

第2期のものに熔岩2種が図として加わる。第4期は第

3期とほぼ等しいが，表現に若干の差があり，はじめて

岩嘆の語が出てくる。 4第期の全文は次のようである。

＠「火山・火成岩」第4期〈昭和4年） 6年

本地学教育史委員会（渡部景隆） (1988）：明治初期

（理科以前〉の小学教地学教育 地学教育史委員会報

告No.2.地学教育41巻， 1号（通巻192号）. 13-24 
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「火山は多くはゑんすゐけいをしてゐて，頂

上に火口がある。火山には古い火口の中；こ

更に新しい火口を生じてゐるものもある。

又火口のそとに小さい火山を生じてゐるも

のもある。

火山には火口から常に煙を出してゐるもの

がある。この煙は火口の底から水蒸気が出

て湯気になったものである。又この煙の中

にはたいていありうさんガスやたんさんガ

スなどをふくんでゐる。しかし多くの火山

は煙を出してゐない。火山は煙を出してゐ

ても，ゐなくても，時がたつと破裂するこ

とがある。火山の破裂はがんしゃうから多

量の水蒸気が一時に吹出す為である。この

とき山体の一部をかたまりや粉にして吹上

げ，又がんしゃうの一部を吹上げることが

ある。このとき吹出されたものは火山灰や

軽石などになる。火山灰は風で遠い所まで

吹送られ，軽石などは火口の近くに落ち

る。又がんしゃうが火口から外に流れ出る

ことがある。この流れ出たものをょうがん

とL、三河

火山の破裂する前後にはたいてい地震があ

る。海の底にも多くの火山があって，破裂

するときは地震や津浪を起すことがある。

大きい火山はたいてい自ら吹出した軽石や

火山灰などとょうがんとが互に積重って出

来たものである。小さな火山にはただ軽石

や火山灰などから出来てゐるものと，ょう

がんだけから出来てゐるものとがある。温

泉は温度の高い水が地中から湧出るもので

あって，火山の近くに多い。温泉には塩や

たんさんせきくわいや硫黄の化合物などが

とけてゐて，そのとけてゐるものは温泉に

よって違ふ。湯の花は温泉にとけてゐるも

のが水から分れて出来たものである。

火山や温泉で地球の内部が甚だ熱いことが

知れる。この熱を地熱といふ。

がんしゃうが冷えて回った岩石を火成岩と

いふ。その中で，地上か又は地中の浅い所

で固まったものを火山岩といひ，地中の深

い所で固まったものを深成岩といふ。

安山岩は最も普通の火山岩であって，鉱物

のけっしゃうとこれを取囲んでゐる灰色の

部分とから出来てゐる。そのけっしゃうの

〔地学教育

中で，白色のものは長石であって，黒色の

ものはきせきか又はかくせんせきである。

安山岩は土木・建築に広く用ひる。

花崩岩は最も普通の深成岩である。花崩岩

は全部が鉱物の結晶から出来ている。』

E 地下資源

固定教科書第 1期の地学領域の後半には，②「硫黄」

＠「石油J，③石炭」，＠「鉄」，⑧「銅」，⑧「亜鉛・錫
・鉛」，＠「真鎌・青銅」，＠金・銀の8項目がある。こ

れらをここに地下資源（の利用〉としてまとめる。

(1) 燃料資源（燃鉱類〉

小学教則時代（明治5-18年〉に広く用いられた燃鉱

損（広義の用法〉では石炭・石油が主になるが，これら

を鉱物とみなくなる理科検定時代（明治19年以降〉の教

科書では燃鉱類を使うものが少なくなった。それで燃料

資源とした。

②「硫黄」第1期（明治43年） 6年

『硫黄は多く火山地方に産す。黄色の脆き鉱

物にして，熔易く，又燃易し。其の燃ゆる

ときは青き焔をあげ，悪臭ある気体を生

ず。此の気体は亜硫酸ガスと称し，硫黄と

酸素との化合物なり。

硫黄は銀その他の金属とよく化合す。

硫黄はマッチ・火薬・硫酸等を製するに用

ひらる。』

第2期以降も大きな変化がなく，全期を通じでほぼ等

しい項目の 1つといえる。

⑧ 「石油」 第 1期（明治43年） 6年

「燈用の石油は地中に産する原油をよ受取りて

精製したる透明なる液体にして，水より軽

し。

炭素と水素との化合物にして，燃、ゆれば炭

酸ガスと水とを生ず。

原油は通常褐色を帯びたる濃き液にして，

燈用石油の外揮発油・器機油・石蝋などを

製す。』

第2期以降，きはつ油，燈油，パラフィン，重油など

化学的性質と利用の方が多くなる。

③ 「石炭」 第1期（明治43年） 6年

『石炭は太古の植物の変化して成れるものな

り。黒色又は褐色にして，其の質脆く，主

に炭素より成る。

石炭は広く燃料として用い，又これよりコ

ークス・石炭ガスを製す。

コークスは燃料として，石炭ガスは燈用及
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び燃料とす。石炭ガスを製するとき生ずる

コールタールは塗料とし，又これより染料

・薬品を製す。』

第2期以降，化学的性質と利用の方が多くなる。地学

的内容では第3・4期に『昔，植物が水の底に積り，土

や砂におほはれてながし、聞にだんだんに変って出来たも

のであって，ねんどか砂の固まって出来た岩の聞にはさ

まって地中に産する。』という表現で， 石炭の産状が加

わっている。第3・4期は5年で扱い，「堆積岩・地層」

は6年となったので，石炭の産状を堆積岩や地曹の用語

を使わないで、表現している。

(2) 金員資源〈金鉱類〉

＠「鉄」第1期（明治43年） 6年

「磁鉄鉱は鉄を取る主なる鉱石にして，鉄と

酸素とより成る。コークス・石灰石と共に

熔鉱炉に入れて強く熱すれば酸素を失ひ，

鉄は熔けて炉の底に溜る。此の鉄は炭素を

多く含む。之を鋳鉄といふ。

鋳鉄は鋳物を造るに適すれども，其質脆し

鋼は鋳鉄の炭素の大部分を除きて製す。其

の質丈夫にして，用途極めて広く，船艦・

レール・機械等に用ひ，其の硬きものは刃

物などを造るに用ふ。

鉄は錆を生じ易きが故に之を防ぐ為Jこ油な

どを塗る。J

第1期5年の⑮「黄鉄鉱」は“し、わゆる金属鉱物”の

性質を主にした地学教材であったが， 「鉄」は“資源と

利用”に重点があり，鉄の鉱石として磁鉄鉱だけを取り

上げている。第2期から赤鉄鉱が加わる。第3・4期も

扱い方はほぼ等しいが，第4期には褐鉄鉱も加わり，

『じてつくわう・せきでつくわうは鉄とさんそとの化合

物から出来てゐるくわうぶつであって，かつてつくわう

は鉄とさんそとの化合物に水が加ったものである。どれ

も石英などとまじって産する。さうして鉄を製するに用

いるくわうせきである。』となっている。

②「銅」第1期（明治43年） 6年

『銅は赤色にして，其の質丈夫なり，板・針

金等となし，又鎚にて打ちて種種の形の器

物となす。鋳物となすに適せず。

銅の面に生ずる緑色の錆は緑青と称するも

のにして有毒なり。

黄銅鉱は銅を取る主な鉱石にして，銅・鉄

・硫黄より成る。J

上記第1期の「銅」の内容に第2期には合金（真鎌・

青銅・白銅〉が加わる。これは第1期の合金が第2期以
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後削除されたためである（＠「真鎌・青銅」参照〉。な

お，銅の主な鉱石となる“黄銅鉱”は第3期（大正11年）

⑫「わうてつくわう・わうじうくわう」として“黄鉄鉱”

に加わることは既に述べた通りである。

－「亜鉛・錫・鉛」第1期（明治43年） 6年

「亜鉛・錫・鉛は灰白色又は白色にして，火

に熔易し。亜鉛は板となし，又鉄板・鉄線

；こ引きて用ふ。

錫は容易に錆を生ぜず。種種の器物に造

り，又之を薄くして物を包むに用ふ。

ブリキは鉄板に錫を引きたるものなり。

鉛は管となL，又弾丸・活字等を造るに用

ふ。』

第2期にはアルミニウムが項目名に加わる。

「すず・なまり・あえん・アルミニウム」第 2期

（大正8年） 6年

（明日は立とーより成る

アルミニウムは甚だ軽き白色の金属にし

て，鍋などを造るに用う。』

第3期以後説明がくわしくなるが，内容的にはほぼ等

しい。なお，亜鉛（閃亜鉛鉱〉 ・鉛（方鉛鉱〉 ・錫（錫

石〉の鉱石名は出てこない。

「真鎌・青銅」第1期（明治43年） 6年

「真鎌は銅と亜鉛との合金にして，鋳物とな

すに適す。板金・針金・こまかき器械・器

物を造るに用ふ。

青銅は銅と錫との合金なり。鋳物となして

器械・像・置物などを造るに用ふ。J

上記の「真鎌・青銅」は固定教科書の全期を通じて，

第1期だけにしかなくその後項目名が削除された唯一の

ものである。この合金は第2期以後， 「銅」の項に“真

鎌・青銅”が“白銅”とともに加わることは，前述の通

りである。

⑧「金・銀」第1期（明治43年） 6年

「金は黄色にして，常に鮮なる光沢を呈し，

錆を生ぜず。又薬液に侵され難し。軟く且

甚だ重し。極めて薄き箔となすことを得。

銀は色白く，軟にして，容易に錆を生ぜ

ず。又薄き箔となすことを得べし。

金及び銀は責幣及び装飾品を造るに用い，

又鍍金・鍍銀に用ふ。J

上記の内容は第2期も等しいが，第3期（大正12年〉

になると， 『金は化合物にならずに岩石の中や川の砂に

まじって産する。』と，山金・砂金など地学的内容が加わ

るとともに『金貨は金と少量の銅との合金で造る。金は
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脈・金鉱石〉や母岩の風化による単体の自然金の粒であ

る砂金にふれているが，銀の鉱物〈輝銀鉱〉については

ふれていない。
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又さうしょくに用ひる。』『銀貨は銀と少量の銅との合金

で造る。銀は又さうしょくに用いる。』と， 金・銀は軟

くて実用には銀との合金を用いることが加わる。なお，

上記の文章によって，金は自然金として岩石（含金石英 〈以上〉
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地学教育史委員会，渡部景隆：固定教科書時代（明治43年～昭和15年〉の小学校地学教育

員会報告No.4一地学教育 41巻， 3号， 105～120.1988. 

〔キーワード〕地学教育史小学校固定教科書地学教材理科筆記帳

〔要旨う 理科の固定教科書は明治43年から昭和15年まで30年間使用され，日本の小学校理科教育史上画期的

なものと評価される。全期を通じて項目の変更は極めて少ないが4期に分けられ，第1・2期の大正10年

までは5・6年に，その後の第3・4期は4・5・6年に課された。内容は，天文・気象教材が少なく，

鉱物が多いが，しだいに地質など自然現象への見方が強化された。本稿では，第1期の各項目の原文を掲
げてその後の主な変更点を指摘し，図はすべて掲載した。

一地学教育史委

Kagetaka WATANABE, Commitee for History of Earth Science Education: Earth Science Education 

of the Primary School in the Kokutei-Kyokasho age. Educat. Earth Sci., 41 (3), 105～120, 1988. 
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昭和63年度大学入試共通第一次学力試験問題の検討

日本地学教育学会では，昭和63年度大学入学共通第1

次学力試験問題検討委員会を設け，検討会を行った。評

価・検討の観点は試験問題の内容及び程度が地学及び理

科Iのそれぞれの範囲内であり，高等学校として適切な

ものであるか，出題形式及び難易度などについて検討を

行った。また，本年度の地学平均点と他教科のものとの

比較検討も行った。

試験問題検討委員

委員長三芳 瑛〈都立東村山高校〉

記録正木智幸（学芸大学付属高校大泉校舎〉

か 田辺浩明（千葉県立商業高校〉

小関恒夫（千葉市立千葉高校〉

根岸 潔（都立田無高校〉

近藤正義〈都立府中高校〉

増子正一（都立三鷹高校〉

榊原雄太郎（東京学芸大学〉

間々田和彦（筑波大学付属盲学校〉

白石幸子（都立京橋高校）

宮下 治（都立大崎高校）

高井浩深（都立青山高校〉

宮武隆二郎（桐朋女子高校）

長谷川善和（横浜国立大学）

加藤定男（都立武蔵丘高校〉

滝沢幸雄〈都立竹早高校〉

山本和彦（市葉県立市川南高校〉

本試験＜地学＞

第1問 図やグラフに基づく出題でそれほど難問ではな

いが，準備された図そのものを利用して考える場面は

少ない。図2の片対数グラフの読み方にとまどったと

思われる。 HR図の扱いとしてaが進化によるものか

判断が難かしい。進化を表面的にしかとらえていない

生徒には難かしいので，これでよいと思う。

数値より図で考えさせようとした点， HR図の理解

に発想をかえた出題形式はよい。

第2問特に難かしい点は無いが，問1と問2どちらか

一方だけでよかったので、はないか。問1，問2とも，

内容の表現的問題で深みが感じられなL、。暗記要素の

多い問題であるが，逆に基本的な内容を含むので、好ま

しい。基本的なことは重複しでもよい。あまり細部に

こだわった問題よりはよし、。

第3問考えるよりどころになる資料がないと，あてず

っぽう的な暗記に頼る解答になるのではないだろう

か。地球内部のエネルギーは扱っている教科書もある

ようだが，熱伝導などは高校の授業内容としては難か

しすぎる。予備校の問題と似ており，式のみ出ている

教科書や，熱流量の値のみ出ている教科書があり，現

役には不利である。どこかの教科書に出ていれば出題

する方針ということは検討を要する。

問2は内容が大ざっぱ過ぎるようでもあり，問1と

問3は細かいことまで聞き過ぎる。

問3は大小関係より最大を問うた方がよし、。火山エ

ネルギ｛と地殻熱流量を火山活動と結びつけた問題の

方が身近かであり，出題形式に工夫がほしい。

第4問基本的な知識・理解を問う良問である。転向力

が重要な動きを……の働きの「重要な」は主観的な材

料が入るので好ましくなし、。

第5問 どこの教科書でも扱われている分野で，問題も

よい。問1①は大気も海洋も何も存在しないのはあま

りに不自然である。むやみに選択肢を増やしている感

がある。問2では「大進化」ということを動物と植物

とを同じに考えてよいか，大進化の説明を入れる必要

があるのではないか。問3は相対年代の基礎となるも

のでよい問題である。問4以外は地球上の過去の環境

変化とのかかわりで生物進化をみようとした系統性の

ある良い問題である。

第6問単なる記憶でなく，図から推論させる問題の形

式はよい。問2には③の逆の図を加えて4つにして選

択させた方がよい。問2の図の横軸は単に時間だけで

なく，各地層の形成時期を入れた方がよし、。出題は良

いが，図の表現に多少の難があり，難問である。

図やグラフを用いた問題で思考をともなう問題で好

ましし、。

地層Aの泥岩を表わす斜線が地層の傾斜と間違えや

すいのではないか。地質図の記号の表記については広

く一般に用いられているものを用いてほしい。

模式図とはいえ，時間と堆積のスケール，タテ，ヨ

コ比などに問題はないか。図をていねいに書いてほし

い。海水面のスケールのみが書いてある。台地に火山

灰が存在した方がよい。 C層を火山灰と即断し易し、。

生徒には少し難かしいかも知れない。

第7間 スカルン，ヶイカイ石の鉱物名，固溶体という

用語や，鉱床の扱いの出ていない教科書もある。生徒

が接触交代によって，何がどう変化したのか読みとる

のが難しいのではないか，内容的には基本的な問題で
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あるが，各問の選択肢の一つ一つについて正誤の判断

をしなければならないので，この種の問題は点がとり

kこくし、。

問3の肉眼鑑定など今では少ない。現在の現場では

扱かいの少ない分野の問題ではなし、かと考えられる。

断片的な知識を問う寄せ集め的問題で難しさを感じる

問題だが，選択肢を読むと迷う問題がないので暗記に

なる。スカルン・ケイカイ石の両方が出ている教科書

は少なし、。

問3の②鉱物の固溶体としての比重までは教えるこ

とはない。

第8問 プレートテクトニクスに関する問題であるが，

基本的な良問で特に問題はない。

＜本試験全体のまとめ＞

各分野のかたよりについては，程度は高くないが片

よりがある。これはせっかく勉強しても，ある分野に

限って出題されないのは不公平である。気象分野が抜

けている。第4問のフーコーで申し分け程度だ。気象

の分野以外は万遍なくてよい。

全体的には良問で，生徒の負担が少なくてよい。問

題作成の努力を評価したい。 2～3の問で教科書の範

囲をこえている内容のものがある。地学の平均点が低

いのは，出題の内容や形式のためよりも，おもに受験

生の側に原因があると思われる。つまり，文系の生徒

が多く選択している，他科目より授業の単位数が少な

い，などの実情がある。さらに教科書の内容が，会社

によって（他科目の場合よりも〉ちがうことは無視で

きない。受験生が不利にならないようにどの教科書で

もふれている内容から出題してほしL、。

平均点が次第に下ってきているのが気になる。生物

との偏差を比べると地学は大きし、。この点は，問題の

作り方だけでは解決できないこともあるが改善しても

らし、TこL、。

教科聞の平均点に差が出ないことを強く要望する

が，問題ごとの正答率も公にして頂きたい。

受験者層の問題もあるであろうが，単にやさしくし

て地学そのもののレベルを下げるのはよくなし、。共通

1次の問題はもう少し点の取れることを考えた方がよ

L、。

地学の受験生の点数の分布に 2つの山ができ，出来

た生徒と出来ない生徒の差が大きいことが考えられ

る。しかし数字として点数に差が出ると，やはり問題

はある。

〔追賦験7
第 1問特に問題なし。対数計算ではないので今後もこ

〔地学教育

の程度にしてほしし、。良問である。

第2問基礎的な問題である。文章が難解な割には，問

題はやさしし、。

第3問全体的にはよいが，問2の選択肢が分かり難

い。もっときちんと正解の出るものがほしし、。難問で

ある。問2の出題の意図に問題あり。 6°Cより6.5。c
の方がよい。③がすべての理由ではない。選択肢に問

題がある。気温減率の原因については，高校地学の範

囲外である。

問2は「10。Cでなく 6°Cになる理由」とすればは

っきりする。 6°cとし、う答が出る道順を考えさせるこ
とができる。

問3「発熱」の表現はよくない。単に「固を吸収す

るからである」でよい。選択肢が物理的用語そのまま

であるのが気になる。

第4問全体的に基礎的でよい， 「海」より「海水」・

「海洋」の方がよい。分り易い用語の統ーをしてほし

し、。

問2の②表層の海水の「南北方向」は「高緯度，低

緯度方向」ではないのか？「南北方向」の方が分かり

易いのかも知れないが，受験生を惑わす。

第5問問I，問2の混濁流〈乱泥流〉は教科書1社の

みに記載されており公平を欠くものである。固の 2…
「モレーン」は地形を示す用語，ここでは堆積物であ

るので「テイル（till）」を用いるべきである。

問2は，海山は深海に存在しておりその山頂に現在

までサンゴ石灰岩が作られてきたのは不自然ではない

か？ 問 2はあまりにも安易に作られ過ぎた問題であ

る。もうひと工夫ほしい。

問1は暗記だけの悪問である。問2は単純経過だけ

の問題で1問でいい。

第6問 内容の程度はよいが，個々に見ると改善すべき

点がある。鉱物名として「ランセン石」は適当ではな

く，用いる必要がない。問いの意図からすれば， 「ラ

ンショウ石」だけでよい。

「紡錘虫（フズリナ〉にだけノレピがないのは何故

か，また貨幣石〈ヌンムリテス〉としなくてよいか，

本試験の第5問，問4で、はルピがなし、。高校程度なら

「秩父古生層（中生層を含む〉」でよい。 「秩父中」

と「古生層」とに分けて読む可能性がある。用語の統

ーをしてほしい。例，本試験第5問，問4では「カヘ

イ石」とカナ書きで，追試では「貨幣石」に「貨幣石

〈ヌンムリーテス〉」とヌンムリーテスを入れてほし

L、。

固有名詞の表記は統一してほしい。このことについ
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ては昨年も指摘した。

中央構造線の活動が白亜紀以降まで続くなら， 「第

四系を切っているように選択肢を作ってもよい。模式

図（46頁上図〉はイメージを作るのにはよい。地質の

問題では説明文と重複しても模式図を入れた方がよ

い。問2の計算問題は，暗記になるのでもう少し工夫

がほしい。

第7問 問5の色指数は最近ではあまり扱われなくなっ

たという意見も出たが，全体としては基礎的でよし、。

追試全体

昨年も本試験との聞に差があった。

本試験に比べ，難解な問題はないようである。本試

験に比べ，明らかに追試の方が易しいが，カンでとれ

そうなところが追試にはみられる。教科書の範囲を越

えているもの，乱泥流，ランセン石など高等学校で使

用している教科書によって解答の出来，不出来が出る

のが問題である。

〔理科 IJ 

理科Iについては，地学分野の第1問は問1・問2

第2問は問2・問3・問4・問7についてのみおこな

っ7こ。

第1問 問1の文章が長過ぎるが内容及び程度は適当で

ある。問 2は物理を履習した生徒は解答で、きるが．理

科Iだけの生徒では難かしL、。問4はよい。

第2問筆頭にある 3行の文章はこじつけであり不要で

ある。体験学習をしなさいという意図があるのか，共

通一次としては不適当な文章である。

問2は内容の割には問題文が長くくどい。もっと簡

潔に。文中の鉱物の表現があいまいである。教科書に

は鉱物の特徴が書いてあるが，この設聞に答えるには

多少むりがある。ここまで理科Iで要求されていな

いのではないか。この文章から鉱物を判断するのは難

問である。理科Iとしての内容の出題形式を考える必

要がある。理科Iでは選択肢③の石英はん岩は扱わな

L、。

問3 南中高度と緯度の関係を問うているがこりす

ぎである。解答するのに時間ばかりかかり，本質的な

点は少い。微少角近似は高校生には無理である。近似

は好ましくないので三角関数を用いる，あるいは三角

比を用いてきちんと計算できる問題の方が受験生には

負担が少なかったので、はないか。図を見ただけで、直観

で答えを出しているので、はないか。選択肢の数字の間

隔が不自然であるので，選択肢の作り方にもう少し工

夫が必要である。

問7 ⑤はあまりに不自然な文章である。①のホッ

(31）ー123

トスポットの文章は分かりにくい。プレートについて

は教科書の記述は増加しつつあるが，理科Iではホッ

トスポットの内容はやらなL、。範囲をこえており不適

当である。またプレートの考えについては触れていな

い教科書もある。問題の作りからいっても⑤はおかし

い。 「多鳥海」という用語は地学ではあまり使わない

ので、はないか，問題文自体が矛盾ではないか（沈降し

てできた地形なら，島も沈降してで、きたはすっ。

全体

問2の前文は意味がなく不必要である。 「夏至」が

10頁に明記されているのに問3では夏至という用語を

用いずに長々と文章で表現しており統ーを欠く。もっ

と簡単にすっきりと書いた方が良いので、はないか。

理科Iとして物・化・生・地を融合した形の出題を

しようと全体の流れをまとめた努力は評価したい。

選択肢が多く文章が長すぎる。これでは平均点が下

るのも当然である。理Iは特別な生徒以外はとらない

ので，もっと分かりやすくしなければならない。

問題をやさしくすることは，他科目とのつりあい

上，できないと思うが，理I科の範囲を超えないよう

にすることと，問題を簡潔にすることを望む。

昭和63年度大学入学者選抜共通第1次

学力試験の科目別平均点

（本試験〉

科目 受験者数 平均点 標準偏差

物理 114, 455 60.66 19.88 

化学 108,805 66.22 21.01 

生物 117, 374 67.81 16.09 

地学 22,557 56. 12 18.59 

理科I 655 35.32 13.58 

く追試験〉

物理 33 59.09 23.42 

化学 29 58.14 21. 74 

生物 52 51. 17 16.90 

地学 13 64.46 18.67 

理科I 。
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日本学術会議だより 品9

第13期最後の総会終わる
－「国際間の科学技術協力と研究の自由について（声明）Jを採択一

昭和63年5月 日本学術会議広報委員会
一一一一一一一一一…ー巴』一一一一一一一一一一一一一一一一一‘一一‘ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
日本学術会議は＇ 4月20日から 4月22日まで第104回総会を開催し，「国際聞の科学技術協力と研究の自由に

ついて（声明）Jを決議するとともに， 4件の勧告・要望・見解を採択しましたの
ームーー 一一色一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一年一ー一一一一一一一、一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

総会報告

総会第1日目（社月20日）の午前中には，会長からの経
過報告，各部・諸委員会報告に続き．勧告・要望等6つの
提案がなされ，同日午後の各部会での審議を経た上で，第
2日目（21日）の午前中にこれらの6件が可決された。そ
の後さらに 1件の追加提案が行われ，同日午後これが可決
された。第3日目（22日）午前は特別委員会が，午後には
常置委員会が開催された。

なお，総会前日の19日午前には連合部会が開催されて前
記の6案件の予備的な説明・質疑が行われ，またその午後
には各部会が開催された。

第1日目午前。 6件の提案につきそれぞれ提案説明が行
われた後，質疑応答が行われた。午後，各部会を開催。
第2日日午前。まず．前日提案された「日本学術会議会
則の一部を改正する規則の制定についてJ，「日本学術会議
の運営の細則に関する内規の一部改正についてJが賛成多
数で採択された。第 1常置委員会で審議を重ねてきたこれ
ら会則・内規の改正は， (1）副会長世話担当研連の．うち 6研
連を関係部へ移行させ，残りの12研連を副会長枠として存
続させること等に伴う措置を決めたものと，（2）現存する 6
LTJ際協力事業専門委員会のうち．第14期にも引き続き存続
させる 3専門委員会に関する措置を決めたものとである。
このことに関連して，研j主活動の活性化に関して活発な発

江主行われた。
次に第4部提案の「太陽地球系エネルギ一国際協同研究

;n-i珂（STEP）の実施について」（勧告），同じく第4部提案
の「国立地図学博物館（仮称）の設立についてJ （勧告）．
さらに第5常置委員会提案の「大学等における学術諸分野
の研究情報活動の推進について」（要望）が，いずれも賛成
多数で採択された。続いて．第6常置委員会提案の「我が
l司の国際学術交流の在り方についての日本学術会議の見
解」が‘これも賛成多数で掠択された。
－その後会長より「国際間の科学技術協力と研究の自由に
ついて（声明）一日米科学技術協力協定の改定に当たって
一」が追加提案された。これは． 日米科学技術協力協定の
改定が行われようとしているに当たり，目下伝えられてい
るその内存について憂慮すべき点があるというので， 19日
午後及び20日午後の各部会での討議を経て，そのおおよそ
の見解の一致を踏まえて．会長が総会に提案したものであ
る。この提案を受けて．この声明を出すことは時機を得た
ことであ．るとしなからも．之J浄夫現に関しては質問・意見
が多く illさjLた。

第28目午後。午前の審議に引き続き．一部の文章表現
に関する修正案が数名の会員から提’示され，採決の結果原
案を一部修正したものが賛成多数で採択された。なお，総
会で採択された前記勧告・要望は22日午後内閣総理大臣に
提出され関係諸機関等に送付された。（これらの勧告・要
望・見解・声明の概要は別項所載のとおりであり，詳細は
日本学術会議月報5月号を参照されたい。）

国際間の科学技術協力と研究の自由について（声明）
一日米科学技術協力協定の改定に当たってー

最近，日米両国政府間で大筋が合意された「日米科学技
術協力協定」の改定について，目下伝えられる内容に関し
ては憂慮すべき点が少なくない。

日本学術会議は，さきに「科学者憲章」（声明），「科学の
国際協力についての日本学術会識の見解」を採択し，科学

者の責務と学術の国際交流に当たっての基本的な原則を明
らかにした（この部分は本文を簡略化した）。

二国聞の学術交流は，相手国の固有の事情があるにして
も，上述の日本学術会議が宣明した全世界的な学術交流の
原則と相容れない内容を含むものであってはならない。全
世界的立場と個別の二国間協定の立場とには差異がありう
るにせよ，いかなる場合にも自由な研究交流，成果の公開と
いった基本原則はかたく守られなければならないと考える。
今回の「日米科学技術協力協定Jの改定は「安全保障ム
「知的所有権」の問題を包含すると伝えられているが，こ
のことによって科学者の研究・発表の自由，科学者の身分
保障などが実質的に制約される恐れがある。したがって，
協定の具体的内容の決定に当たっては，慎重な配慮が必要
である。

われわれは，「日米科学技術協力協定」の改定に当たっ
て．本会議が明らかにしてきた上述の諸原員ljの精神を最大
限に尊重することを強〈要望するものである。

この種の科学技術協力に関する国際的取極めについては．
事前に広く科学者の意見を聴取すべきものであると考えるR

太陽地球系エネルギ一国際協同研究計画
(STEP）の実施にフいて（勧告）

暗黒の字宙空間に浮かぶ青いルビーのように光る地球が．
我々にとってかけがえのない惑星であることが，理解され
るようになったのは， 20世紀の科学研究の最大の成果の 1
つである。字宙空間に浮かぶ我が惑星，地球には，太陽か
らの紫外線や太陽風プラズマが絶えず襲っていて，絶妙な
エネルキーバランスを保ちつつ，地球の電磁圏や中間圏，



成層圏を作っている。しかしこのシステムには，未だ多くの

謎が残されていて，この謎の理解は宇宙空間の基礎物理の

理解とともに永続的な地球環境変化の理解の基礎ともなっ

ている。したがって国際太陽地球系物理学・科学委員会

(SCOSTEP）は，国際科学連合会議(ICSU）の承認を得て，

太陽地球系エネルギ一国際協同研究（Solar Terrestrial 

Energy Program : STEP）計画を立て，1990-1995年の6

か年間にわたりその実施を行うよう，各国に要請している。

本研究計画では，太陽から，地球成層圏にわたる，全領

域について，それを一つのシステムととらえ，そこに展開

する電磁現象．プラズマ現象，及ぴ化学現象について．現

象の変動のみならず，エネルギー伝播の変化も合わせ，定

量的に究明することを目指している。我が国でも本国際協

同研究計画を実施すべく，今回，第104回日本学術会議総会

において，政府に対する勧告が出された。

「国立地図学博物館」（仮称）の設立
について（勧告）

国際社会における日本の役割と責任とが高まるにつれて，

それぞれの国情，民族性，地域的生活様式に即した適切な

対応を行う必要がある。そのためには，一国単位のみなら

ず，主要な行政区域が大都市圏といった主要地域ごとに，

新しい詳細な地理情報を組織的，継続的かっ迅速的確に収

集し，整理加工して，一般の需要に応える体制作りは，焦

眉の急を要する国家的課題である。ここで言うところの地

理情報とは，様々な地域に即して，その風土と住民，民族

と文化，人口と社会，生活と環境，資源と産業，集落と交

通，経済と政治などに関して，地図，空中写真，地上景観

写真，衛星画像等（地図・画像情報）によって表現される

地表の空間的情報を意味する。とりわけ，「地表の地理的事

象を数学的，選択的，かつ記号的に表現した地図Jは，コ

ンビュータの支援によって．ますますその情報価値を高め

ている。

ここに勧告する「国立地図学博物館J （仮称）は，主とし

て諸外国の地図，画像情報の収集，整理，保存を行い，関

連する地域情報を力民えて，地理情報のデータ・ベース化の

手法や図的解析法，表現法，利用の高度化，地図発達史等

に関する研究を行い，動的，立体的な展示方法を駆使して，

広〈国民の国際知識の緬養，地域研究．学術文化，政治行

政．経済活動等に寄与し，さらに，国内及び国際的地域情

報のセンターとしても基幹的な役割を演じ国内外の関連

機関と密接に提携して，地理情報の相互補完的及び相乗的

価値を高めることを目指すものである。

大学等における学術諸分野の研究情報活動の
推進について（要望）

高度情報化社会に即応した新しい手段により，学術研究

の基礎的情報・資料を整備すること，情報・資料や研究成

果を全国的・国際的に流通させることが，学術のすべての

分野を通じて強〈要望きれている。これらの推進のために．

近年，文献資料センタ－．データ資料センターの整備，「学

術情報センターJ の設立，データベース作成の支援などが

行われ．その環境はかなり整備きJlてきた。
これらの環境を基盤として．．それを強力に補完するもの

こそ，個々の専門分野での研究情報活動である。このため，

国公私立大学等で，国際協力を念頭に置きつつ，それぞれ

特色を持つ領域を単位として，情報・資料を整備し，その

分野での研究成果を提供する組織の設置と方法の推進とと

もに，「学術情報センター」のネ・yト・ワークなどを通じて，全

国的・国際的に流通させる体制の強化が急務であると考え

る。このために，下記のような体制の確立を要望する。

(1）専門分野別に研究情報センターを設置すること。（2）大

学等の既存の諸機関（文献資料センタ一等）における研究

情報活動を推進すること。（3）個別的なデータベース・知識

ベースの作成と新規のデータ処理方法の開発を助成するこ

と。（4）「学術情報センター」・の拡充を図ること。（5）大学等

とそれ以外の機関（官公庁，学・協会を含む）との情報の

流通を円滑化すること。

我が国の国際学術交流の在り方についての
日本学術会議の見解

学術の問題は国際的視点を外して考えることはできない。

日本学術会議は，昭和36年10月27日第34回総会において「科

学の国際協力についての日本学術会議の見解」を採択し，

科学の国際協力は，（I）平和への貢献を目的とすべきこと，

(2）全世界的であるべきこと，（3）自主性を重んずべきこと，

(4）科学者の聞で対等に行われるべきこと，（5）成果は公開さ

れるべきことの5原則を明らかにした。この見解は，国際
学術交流における一般的原則を示すもので，今日において

も尊重されるべきものである。

この見解表明から四半世紀を経て，国際学術交流を取り

巻〈環境の変化は急速に進んでいる。その変化の速度は今

後更に顕著になると思われる。しかし，このような著しい

変化の中で，国際学術交流に対十る我が国の人的，．制度的，

財政的対応は必ずしも満足すべき状態にはない。今回の見

解は，こうした状況を踏まえ，我が国の国際学術交流は今

後一層積極的かつ能動的な姿勢へ転換させることの重要性

を指摘し，次のとおり，人の問題，国際交流の進め方の問

題．組織の問題の三つの面で，新しい姿勢に見合った改革

を進めて行くことの必要性を表明している。

(1) 人的交流の促進と大学・研究機関の国際的開放

(2）学術研究活動の世界的展開

① 国際的学術機関の活動への積極的参加

② 国際的研究プロジェクトの策定と遂行

③二国間・地域間学術交流

(3) 国際学術ネットワークの確立

全国学術研究団体総覧 (1988)

学術研究団体調査の結果をもとに，我が国の学術研究団

体1236団体が分野別にJまた大学関係学会等→覧が収録さ
れています。－［日本学術会議事務局監修・例日本学術協力財

団編集・ 6500円・郵送料350円］

※本総覧は，全国の政府刊行物サービスセンターで販売。

日本の学術研究動向（昭和63年4月）

人丈・社会科学及び自然科学を網羅した科学者から成る

日本学術会議において，全学問分野にわたり，学術研究の

動向の現状分析とその展望を行い，その成果を取りまとめ

たもの。［日本学術会議・働日本学術協力財団発行・5000円・

郵送料300円］
※本資料は，例日本学術協力財団で取り扱っています。

御意見・お問い合わせ等がありましたら下記まで

お寄せください．

〒106 港区六本木7ー22-34
日本学術会議広報委員会電話 03(403) 6291 
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